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Σ．先行研究のࡆ࡟ュ࡯ 

いߓめに関ߔる研究ߪ㧘੹日߹ߢに日本ߛけߥߢくイࠡ࡝スࠞ࡝ࡔࠕ߿㧘ࠕࠫࠕ諸国において߽数

多く行わࠇて߈た㧔࡞࠺ウࠖン・P・タࡓ࠷㧘ࠖࡧ࠺ッド・A・࡯࡟ン㧘1996 日߽ߢ㧕㧚その中ߤߥ

本におけるこߢ߹ࠇのいߓめ研究ߪߢ㧘加ኂ者のいߓめ行動のଦ進要因߿抑制要因に関ߔる検討߇精

力的に行わࠇて߈た㧔大坪㧘1999㧕㧚ߒ߆ߒ㧘現代のいߓめ߇持つ特ᓽࠄ߆ߤߥ㧘加ኂ者߿被ኂ者ߛ

けに焦点を当てた研究ࠄ߆の脱ළ߇求めࠇࠄていると言える㧚その߆ߞ߈けとߞߥたの߇㧘森↰・清

水ࠄ㧔1994㧕にߞࠃてឭ唱さࠇた̌いߓめの㧠ጀ構ㅧ̍㧔࿑㧝㧕ߢある㧚この̌いߓめの㧠ጀ構ㅧ̍

論߇展開さࠇて以来㧘ޟ傍観者ޠに焦点を当てた研究・調査߇㧘いߓめ問題に関わる教育分㊁㧘教育

心理学分㊁㧘社会心理学分㊁等ߢ広く求めࠇࠄている㧚 

 

࿑㧝網 網 網 ※森↰・清水㧔枡沢沢…㧕ࠅࠃ筆者࿑化網

 

森↰・清水㧔1994㧕ޟߪいߓめ集団の㧠ጀ構ㅧޠを㧘ޟいわ߫教ቶ全体߇劇場ߢあࠅ㧘舞บと観ቴ

との෻応にߞࠃて進行ߔる状況的ドߢࡑ࡜あるޠとߒ㧘いߓめのޟ観ቴޠの役割を担ߞているのޟ߇観

衆ޠ㧘ޟ傍観者ߢޠあるとߒた㧚さࠄにޟ傍観者ߪޠ㧘加ኂ者に対ߒてޟ暗黙的支持ޠという働߈を

有ߒている役割ߢある㧘と߽示唆ߒている㧚こࠇに関ㅪߒて斎藤㧔2000㧕ߪ㧘ޟ傍観者߇加ኂ者に対

消失߇めへの歯ᱛめ㧔෻作用㧕ߓて㧘いߞࠃることにߔて行動ߒて同調意識を持ち㧘加ኂ者に同調ߒ

めへの歯ᱛめ̍機ߓて㧘̌いߞࠃ傍観者への੺入を行うことにࠅ߹ている㧚つߒと指摘ޠう߹ߒてߒ

能のᓳ活߇期待さࠇているのߢある㧚そのため㧘傍観者への੺入についての研究߇求めࠇࠄていると

考えࠇࠄる㧚 

߹たその他の理由とߒて㧘傍観者ߪいߓめへの直接的ߥ੺入߇可能ߥሽ在ߛという点߇挙ࠇࠄߍる㧚

橋本㧔1999㧕にࠃると㧘いߓめ߇沈静化ߔる出来事の㧝つとߒて̌加ኂ者自身߇いߓめを߿めࠃうと

深ೞ化߇めߓていると㧘その間にいߞうと思うのを待ࠃめ߿めをߓい߇㧘加ኂ者߇ある߇ること̍ߔ

めのߓ㧘いߪて㧘大坪㧔1999㧕ߒめの特ᓽとߓに現代のいࠄている㧚さߒあると߽示唆߇る可能性ߔ
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可視性のૐਅを指摘ߒている㧚つ߹ࠅいߓめ߇行わࠇている場面߇㧘外部ࠄ߆見えにくくߞߥておࠅ㧘

その実態߇把握さࠇにくいという現状߇ある㧚そのため㧘外部の人間߇いߓめに対応を行ߞߥていく

 高い㧚߇る可能性߇ߥめ抑制につߓいߥ㧘早急߇る方ߔ直接対応߇め現場にいる人ߓ㧘い߽ࠅࠃ

 

ここߢ㧘筆者߇㊀要ߥ研究と૏置ߠけている蔵長・ 山・樋ญ・深↰㧔2008㧧以ਅ㧘蔵長・ 山ࠄ

と表記㧕の研究を紹੺ߔる㧚蔵長・ 山ߪࠄ㧘傍観者への੺入߇早急ߥいߓめ抑制をߤのࠃうに߽た

ޠる要因ߔを規定ࠇうる行動とそࠅめ場面において取ߓい߇傍観者ޟるため㧘ߔを追求߆ていくߒࠄ

について研究を行ߞた㧚この中ߢ蔵長・ 山ߪࠄ㧘ޟ傍観者ޠという役割を持つ人々を㧘ޟいߓめを

目撃ߒつつ߽そのᤨ点ߢ何߽ߒていߥい者ޠという立場に最߽近い人とߒた㧚そߒてこのޟ傍観者ޠ

に対ߒてࠅࠃ積極的にいߓめ解᳿に向けて行動ߔるࠃうにଦߔといういߓめ対策߇㧘ޟ実現可能ߢあ

 と考えた㧚ޠあるߢ㧘有用ࠅ

蔵長・ 山ޟߪࠄ傍観者ޠのいߓめ場面における行動を規定ߔる要因とߒてޟ共感ޠとޟ役割取得ޠ

を仮定ߒた㧚ޟ共感ޠとߪ㧘感情体験をߒている他者に対ߒて㧘相手と同様の感情߇生ߓたࠅ㧘相手

の状況に߰さわߒい感情߇生ߓること㧔⊓張㧘2005㧕とさࠇておࠅ㧘߽う一方のޟ役割取得̌ߪޠ相

手の立場に立ߞて相手の気持を想像ߔる̍という意識的࡯ࡕߥドとさࠇている㧚 

蔵長・ 山ߪࠄ㧘いߓめ場面において役割取得と共感を行う対象を㧘వ述の森↰・清水߇ࠄឭ唱ߒ

たޟ被ኂ者ޠ㧘ޟ加ኂ者ޠ㧘ޟ観衆ޠ㧘ޟ傍観者ޠの㧠者ߢあると仮定ߒた㧚さࠄに㧘㧝㧕共感のᐲ

合い߇いߓめ関ㅪ行動に及߷ߔ影響㧘㧞㧕役割取得のᐲ合い߇共感に及߷ߔ影響㧘㧟㧕役割取得のᐲ

合い߇いߓめ関ㅪ行動に及߷ߔ影響㧘の㧟点において因果関係を仮定ߒ㧘こࠄࠇの関ㅪ性について検

討ߒた㧚こࠇにߞࠃて㧘ޟ傍観者にߤの立場の者の気持ちを想像ߔるࠃうにଦߔこと߇いߓめ対処に

あたߞてࠅࠃ効果的ߢあるޠ߆を調査ߒ㧘傍観者に対ߔるౕ体的ߥいߓめ対策を示ߔことを目的とߒ

た㧚 

以਄の目的を㆐成ߔるために㧘大学生 243 ฬ㧔男性 67 ฬ㧘女性 175 ฬ㧘不᣿㧝ฬ㧧ᐔ均年齢 20.4

ᱦ㧕を対象とߒた集合調査法にࠃる質問⚕調査を行ߞた㧚調査の手⛯ߪ߈㧘いߓめ場面のシ࡝࠽ 㧔ࠝࡍ

ߙࠇ㧥㧕についてそࠫ࡯ࡍる質問㧔ߔめ関ㅪ行動に関ߓた後㧘役割取得㧘共感㧘いߒ㧤㧕を呈示ࠫ࡯

め研究㧔熊谷㧘2006㧧ߓᓥ来のいߪࠝ࡝࠽る場面のシߔた㧚呈示ߞあߢ回答を求める߽のߢ㧡件法ࠇ

清水・瀧㊁㧘1998㧧杉↰ࠄ㧘1989㧧┻ࡁ山・原岡㧘2003㧧Ⴆ本・↰ฬ場㧘2007㧕のシࠝ࡝࠽を参考

に㧠種類のシࠝ࡝࠽を作成ߒている㧚 

蔵長・ 山ࠄの分析の手㗅と結果を㧘㧝㧕因子分析㧘㧞㧕共分ᢔ構ㅧ分析の㗅に分節ߒて以ਅに示

 㧚ߔ

㧝㧕因子分析 

質問⚕調査にߞࠃて得ࠇࠄたいߓめ関ㅪ行動の質問㗄目の点数ࠄ߆㧘ត索的因子分析㧔主因子法㧘

Promax 回転㧕を行い㧘構ㅧの検討を行ߞた㧚ߥお㧘役割取得と共感ޟߪ被ኂ者ޠ㧘ޟ加ኂ者ޠ㧘ޟ観
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衆ޠ㧘ޟ傍観者ޠの㧠者を構ㅧとߒて仮定ߒた㧚因子分析の結果㧘㧟因子߇᛽出さࠇた㧚最終的ߥត

索的因子分析の解における回転前の⚥積寄ਈ率ߪ  た㧚ߞあߢ62.22%

因子分析の結果㧘第㧝因子ߪいߓめを面⊕ߞ߇たࠅ㧘ߒ߿ߪたてる内容の㗄目ߒ߿ߪޟࠄ߆たて行

動ޠ㧚第㧞因子ߪ㧘被ኂ者をߋߥさめたࠅ㧘いߓめを仲ⵙߔる内容の㗄目ޟࠄ߆被ኂ者援助行動ޠ㧚

第㧟因子ߪ㧘いߓめをたߛ見ていたࠅ㧘無視ߔるといߞた内容の㗄目ޟࠄ߆傍観行動ޠと๮ฬߒた㧚 

㧞㧕共分ᢔ構ㅧ分析 

傍観者の役割取得߇共感߿いߓめ関ㅪ行動に及߷ߔ影響について検討ߔるため㧘వに仮定ߒた因果

関係間において㧘ࡄスを仮定ߒ共分ᢔ構ㅧ分析を行ߞた㧚ߥお構ㅧᲤの検討の結果㧘いߓめ場面ߢ起

こࠅ得ߥいとさࠇた構ㅧを削㒰ߒ㧘十分ߥ内的一⽾性߇見ߥࠇࠄい㗄目ߪ潜在変数を用いた㧚共分ᢔ

構ㅧ分析ߪߢ㧘有意ߥߢいࡄスを削㒰ߔるߤߥのୃ正を行い㧘න純化ߒた࡞࠺ࡕを作成ߒた㧚㧤箇所

のୃ正の結果㧘GFI=.920㧘AGFI=.852㧘RMSEA=.086 とࠅߥ㧘許容範࿐の適合値߇得ࠇࠄたとߒた㧚

共分ᢔ構ㅧ分析における結果を表㧝に示ߔ㧚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析の結果㧘共感においてߪ傍観者に対ߔる共感߇傍観行動をଦ進ߒ㧘被ኂ者߿加ኂ者に対ߔる共

感ߪ㧘いߓめ関ㅪ行動に影響を及߷さߥいこと߇示さࠇた㧚役割取得ߪߢ㧘被ኂ者に対ߔる役割取得

と傍観者に対ߔる役割取得߇いߓめ関ㅪ行動に影響をਈえていること߇示さࠇた㧚そߒて加ኂ者に対

 た㧚ߞ߆ߥࠇࠄ見ߪめ関ㅪ行動への関ㅪߓ㧘いߪる役割取得と共感ߔ

蔵長・ 山ߪࠄこࠄࠇの得ࠇࠄた結果ࠄ߆㧘次の㧟点について考察ߒている㧚 

㧝㧕いߓめ場面において生ߓる役割取得㧘共感㧘いߓめ関ㅪ行動 

いߓめ場面に遭遇ߒた傍観者ߪ㧘観衆の気持ちߪ想像ߔߪる߇㧘その気持ちに共感ߒていߥいとい

注㪈　パス係線䈲すべ䈩㪌％水準䈪有意

注㪉　実線䈲正䈱影響，破線䈲負䈱影響を示す

共感
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観衆

被害者援助行動
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い䈛䉄関連行動

表䋱　共感䈏生䈛䈩䈎䉌い䈛䉄関連行動䈮至䉎䉁䈪䈱因果モ䊂䊦䋨蔵永・片山䉌，㪉㪇㪇㪏䋩
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うことߢあࠅ㧘いߓめに加担ߔるࠃうߥ行動ߪとߥࠄい㧘ということを示ߒている㧚その理由とߒて㧘

調査ߢ用いたシࠝ࡝࠽の中に㧘被験者自身とその他の⊓場人物との関係性߇᣿確に示さࠇていߥい㧘

を挙ߍた㧚  

㧞㧕共感߇生ߓていߓめ関ㅪ行動にいたる߹ߢの過程 

因果࡞࠺ࡕを検討ߒた結果㧘いߓめ関ㅪ行動に影響を及߷ߒているのߪ㧘共感߽ࠅࠃ役割取得ߢあ

ること߇示さࠇた㧚さࠄに㧘被ኂ者に対ߔる役割取得と㧘傍観者に対ߔる役割取得とߢ㧘正෻対の影

響を及߷ߒていること߇示さࠇた㧚被ኂ者の気持ちを想像ߒた傍観者ߪ㧘自身のいる状況をޟ援助ߔ

る人߇いる状況ޠと認識ߔ߿ߒくࠅߥ㧘被ኂ者援助行動߇ଦ進さࠇ㧘傍観行動߇抑制さࠇると考えた㧚 

一方ߢ㧘他の傍観者の気持ちを想像ߒた傍観者ߪ㧘ޟ援助の必要ߥ人ߪいる߇㧘援助を行わߥくて

߽問題ߥい㧘߽ߒくߪ援助を行うこと߇問題ߢある可能性のある状況ޠとߒて認識ߒ㧘その結果傍観

行動߇ଦ進㧘被ኂ者援助行動߇抑制さࠇると考えた㧚以਄ࠄ߆㧘傍観者のいߓめ関ㅪ行動ߪ㧘̌自身

 た㧚ߒあると߇影響をฃけている可能性ࠄ߆との認識̍߆あるߢ状況ߥうࠃのߤ߇た状況ࠇ߆お߇

㧟㧕結果ࠄ߆示唆さࠇるいߓめ対策 

ここ߹ߢの結果ࠄ߆㧘傍観者に対ߔるいߓめ対策とߒて㧘被ኂ者に対ߔる役割取得をଦߒ㧘傍観者

に対ߔる役割取得を抑制ߔるという対策߇有効ߢあるとߒた㧚さࠄにいߓめを抑制ߔるためにߪ㧘傍

観者にࠅߥうる人々に対ߒて㧘いߓめの被ኂにあߞている者の気持ちを想像ߔることをଦࠃߔう࠻ߥ

㧘その者たち߿周࿐にいること߇い者ߥと考えた㧚その際㧘積極的に援助を行わߛ必要߇ンࠣ࠾࡯࡟

߈ߴあるため㧘避ける߇る可能性ߔて傍観行動をଦ進ߞえ߆㧘ߪることߔい理由等を呈示ߥߒ援助߇

 た㧚ߒあるとߢ

 

最後に蔵長・ 山ߪࠄ㧘自身ࠄの調査において㧘傍観者に対ߒていߓめの抑制をଦߔ対策を十分に

᣿߆ࠄにߔるために㧘㧟点の課題を挙ߍている㧚 

߇੹の状況ޟの過程において㧘傍観者の中にߢ߹ߔ߷め関ㅪ行動に影響を及ߓい߇㧘役割取得ߕ߹

 る㧘という点㧚ࠇ߹望߇検討ߥるという点への実⸽的ߔ੺在߇という認識ޠ߆あるߢ状況ߥうࠃのߤ

次に㧘扱ߞたいߓめの種類ޟ߇無視ߢޠあߞたという点㧚分析の結果ߒ߿ߪたて行動ߪߤߥ起こࠄ

た場合㧘傍観者において߽㧘観衆へߞ扱ࠅめを取ߓといういޠい߆ࠄ߆ޟ㧘例え߫߇たࠇいと示さߥ

の共感ߒ߿ߪ߿たて行動߇起߈る可能性߇あるため㧘੹後ߪいߓめの種類の多様性を考慮ߒた研究߇

求めࠇࠄるとߒた㧚 

㧟点目に㧘シࠝ࡝࠽において記述ߒた被ኂ者と加ኂ者߇᥉段ࠄ߆仲のいい関係ߢあると呈示ߒたこ

と߿㧘被験者㧔傍観者㧕と他の対象との関係について特に言及ߒていߥい点ߢあるとߒた㧚いߓめ場

面における㧠者間の᥉段の関係߿㧘そࠄࠇと被験者㧔傍観者㧕との᥉段の関係にߞࠃて各対象に対ߔ

る役割取得߿共感㧘いߓめ関ㅪ行動の生ߔ߿ߓさ߇異ߥる可能性߇あるとߒ㧘੹後ߪ⊓場人物間の᥉

段の関係を߽考慮ߒた研究߇必要ߛとߒた㧚 
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Τ．第㧝研究 

㧝．問題と目的 

本研究を行うにあたࠅ㧘Ⅰߢ取ࠅ਄ߍた蔵長・ 山ࠄ㧔2008㧕のޡいߓめ場面における傍観者の役

割取得と共感߇自身のいߓめ関ㅪ行動に及߷ߔ影響ޢを本研究にవ行ߔる研究とߒた㧚本研究の問題

と目的を以ਅに示ߔ㧚 

㧔㧝㧕ޟ目撃者ޠという語を用いる理由 

蔵長・ 山ߪࠄ㧘表題おࠃび研究においてޟ傍観者ޠという語を用いた߇㧘筆者ߪこの点に強く矛

盾を感ߓた㧚筆者ޟߪいߓめ߇੹߹さに行わࠇている場面において㧘傍観者に傍観ߔる以外の行動を

期待ߔるのߪ現実的ߥߪߢいޠと考える㧚߫ࠄߥߗߥいߓめ場面における傍観者の定義ߪ㧘森↰・清

水㧔1994㧕にࠇࠃ ・㧘坂西ࠅておࠇとさޠたち߽ߤている子ߞを装ࠅ߰ߧࠄ知߽ࠄ߇ߥめを見ߓいޟ߫

岡本㧔2004㧕㧘餅Ꮉ㧔2011㧕߇紹੺ߒた Salmivalli の参加役割理論に߫ࠇࠃ傍観者とߪ㧘̌ޟいߓ

めޠに対ߒて無関心ߥ態ᐲを示ߔ者̍とある㧚 

つ߹ࠅ傍観者とߪ㧘ޟいߓめを目撃ߒた後に㧘様々ߥ状況因߿理由ࠄ߆㧘最終的に見て見ࠅ߰ߧを

ߥめ行動その߽のに関心をߓいޟߪある㧚߹た橋本㧔1999㧕ߢのߥޠた者ߒる㧘という行動をㆬ択ߔ

くߒた者たち߇いߓめ集団へコࡒッࡔ࠻ンߥߒ࠻くࠅߥ㧘傍観者ጀを形成ߔるޠと述ߴている㧚以਄

特ᓽߥ߈という点に大ޠいߥߒ࠻ッࡒたくコߞ߹め場面にߓいޟߪめ場面における傍観者とߓいࠄ߆

を持ߞていると考えࠇࠄる㧚そのため傍観者をޟいߓめを目撃ߒつつ߽そのᤨ点ߢ何߽ߒていߥい者ޠ

を表現ߔる言葉とߒて用いるのߪ不適ಾߢあると考えたのߢある㧚 

そのため本研究においてߪ㧘ޟいߓめを目撃ߒつつ߽そのᤨ点ߢ何߽ߒていߥい者ޠをࠅࠃ厳密に

説᣿ߒうる言葉とߒて㧘ޟ目撃者ޠを用いることとߒた㧚そߒて㧘ޟޡ目撃者߇ޠいߓめ場面を目撃

ているߞߥうߤߪの関ㅪࠄࠇ㧘そ߆のߔの程ᐲ起こߤめ関ㅪ行動をߓた後に㧘役割取得㧘共感㧘いߒ

のޢ߆を見ることを目的とߒて本研究を行う㧚 

 

㧔㧞㧕暴力場面シࠝ࡝࠽の追加 

蔵長・ 山ߪࠄవに挙ߍたࠃうに㧘研究における੹後の課題とߒてޟいߓめの種類と多様性を考慮

ߓいߥ用いた無視的ߢ研究߇ࠄ蔵長・ 山ߪߢ本研究ߢている㧚そこߴと述ޠるࠇࠄ求め߇た研究ߒ

め場面をឬいたシࠝ࡝࠽とߪ別に㧘暴力的ߥいߓめ場面のシࠝ࡝࠽を新たに作成ߒ㧘計㧞種類のシ࠽

 た㧚ߒとࠎߖこの限界点を突破ߢを用いて調査を行うことࠝ࡝

暴力的ߥいߓめの場面を作成ߒた理由ߪ㧘文部科学省㧔2009㧕߇߹とめた㧘国౏⑳立の小中高にお

けるいߓめの態様について߹とめࠇࠄた資料にߞࠃた㧚資料にࠃると㧘学校において起こߞたいߓめ

の内㧘ޟ仲間ࠇߕߪ㧘集団にࠃる無視をさࠇるޠいߓめと㧘ޟ軽くぶつࠇࠄ߆たࠅ㧘ㆆぶ߰ࠅをߒて

ณࠇ߆たࠅ㧘蹴ࠇࠄたߔࠅるޠ㧘ߤ߭ޟくぶつࠇࠄ߆たࠅ㧘ณࠇ߆たࠅ㧘蹴ࠇࠄたߔࠅるޠいߓめߪ

߶߷同程ᐲの割合ߢ生起ߒているとさࠇている㧚つ߹ࠅ無視のいߓめと同程ᐲ目撃ߔる割合߇多く㧘
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ࠃて㧘ߞࠃることにߔめを同ᤨに調査ߓるいࠃめと対称の૏置にある暴力にߓるいࠃつ無視に߆おߥ

ると考߈ߢ߇ることߔめ੺入への視ᐳをឭ供ߓた目撃者の心理の理解と㧘いߒつ現実にහ߆包括的ࠅ

えたためߢある㧚 

以਄ࠅࠃ㧘いߓめの種類の㆑いにߞࠃて目撃者の役割取得߿共感߇㧘その後の行動にߤのࠃうߥ影

響をおߔ߷ࠃの߆調査ߔることを目的とߒて㧘次の㗄目を仮説とߒて設定ߔる㧚 

 

㧝㧘無視場面㧘暴力場面の෺方において㧘いߓめ関ㅪ行動に対ߒて影響を持つのߪ㧘共感߻߽ࠅࠃ

 ある㧚ߢ役割取得ࠈߒ

㧞㧘無視場面㧘暴力場面の෺方における㧘傍観者に対ߔる役割取得ߪ被ኂ者援助行動を抑制㧘傍観

行動をଦ進ߒ㧘そࠇとߪ逆に被ኂ者に対ߔる役割取得ߪ被ኂ者援助行動をଦ進㧘傍観行動を抑

制ߔる㧚 

㧟㧘無視場面ࠅࠃ暴力場面の߶う߇㧘被ኂ者への共感㧘役割取得にߞࠃて被ኂ者援助行動߇ଦ進さ

 る㧚ࠇ

 

㧞．方法 

㧔㧝㧕対象者 

A 大学に通う大学生 562 ฬ㧔男性 299 ฬ㧘女性 263 ฬ㧕を対象に㧘集合調査法にࠃる質問⚕調査を

行ߞた㧚質問への回答ᰳ߇落ߒている場合߿ᱡߛࠎ回答߇ある場合ᰳߪ損回答とߒ㧘分析の対象ࠄ߆

㒰外ߔる㧚  

 

㧔㧞㧕無視場面シࠝ࡝࠽と暴力場面シࠝ࡝࠽ 

蔵長・ 山ࠄ㧔2008㧕߇用いた㧠種類のシߢࠝ࡝࠽用いࠇࠄている㧘無視的ߥいߓめに関ㅪߔる語

ฏ߿表現を㧘文章構成を߶߷同一とࠄ߇ߥߒ㧘暴力的ߥいߓめに関ㅪߔる語ฏ߿表現に変えたシ࡝࠽

ࠝを新たに㧠種類作成ߒた㧚混同を避けるため㧘蔵長・ 山߇ࠄ用いたシࠝ࡝࠽㧠種類をޟ無視場面

シޠࠝ࡝࠽㧘新たに作成ߒた㧠種類のシࠝ࡝࠽をޟ暴力場面シޠࠝ࡝࠽と๭称ߔる㧚 

㧘ޠ加ኂ者ޟ㧘ޠ被ኂ者ޟ㧘共通の文章の中に㧘ߪとࠝ࡝࠽における㧠種類のシޠࠝ࡝࠽無視場面シޟ

組み込ࠇߙࠇい場面をそߔ߿ࠅ起こ߇共感߿て役割取得ߒに対ࠇߙࠇの㧠者そޠ傍観者ޟ㧘ޠ観衆ޟ

࠽無視㧰シޟޠࠝ࡝࠽無視㧯シޟޠࠝ࡝࠽無視㧮シޟޠࠝ࡝࠽無視Ａシޟをࠄࠇある㧚こߢの߽ߛࠎ

表現を㧘߿る語ฏߔ㧘無視に関ࠅ㧘వ述の通ߪにおいてࠝ࡝࠽て暴力場面シߒる㧚そߔと仮称ޠࠝ࡝

暴力的߽ߥのに変更ߒた߽のを組み込ߛࠎ㧚こࠄࠇをޟ暴力Ａシޟޠࠝ࡝࠽暴力㧮シޟޠࠝ࡝࠽暴力

㧯シޟޠࠝ࡝࠽暴力㧰シޠࠝ࡝࠽とߔる㧚ߥおシࠝ࡝࠽に付㓐ߔる質問㗄目において߽㧘同様に無視

に関ߔる語ฏ߿表現を暴力的߽ߥのに変更ߒた質問㗄目を新たに作成ߒた㧔㧤ࠫ࡯ࡍ㧘㧥ࠫ࡯ࡍ参照㧕㧚 
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第 1研究の質問紙調査にߌ߅る質問項目 

網

 
立場

対象

㪙た䈤䈮䋱人䈪や䉄䉎䉋う䈮言う 誰䈎䈫仲裁す䉎

㪙た䈤䈮誰䈎䈫や䉄䉎䉋う䈮言う 䋱人䈪仲裁す䉎

㪙た䈤䈫一緒䈮㪘を殴った䉍蹴った䉍す䉎 た䈣見䈩い䉎

㪙た䈤䈮同調す䉎 見䈩見䈯ふ䉍をす䉎

周䉍䈮い䈩㪘䈏殴った䉍蹴った䉍さ䉏䉎䈱を見䈩面白䈏䉎

㪘をさけ䉎 周䉍䈮い䈩㪘䈏殴った䉍蹴った䉍さ䉏䉎䈱を見䈩楽し䉃

㪘を䈭䈓さ䉄䉎 何䉅し䈭い

㪘䈱話を聴い䈩あ䈕䉎

い䈛䉄関連行動䈱測定項目䋨暴力場面シナ䊥オ䋩

㪘䈱そ䈳䈮い䈩あ䈕䉎 周䉍䈮い䈩䈲やした䈩䉎

何䉅し䈭い

た䈣見䈩い䉎

見䈩見䈯ふ䉍をす䉎

誰䈎䈫仲裁す䉎㪙た䈤䈮䋱人䈪や䉄䉎䉋う䈮言う

㪙た䈤䈮誰䈎䈫や䉄䉎䉋う䈮言う

周䉍䈮い䈩㪘䈏無視さ䉏䉎䈱を見䈩面白䈏䉎

周䉍䈮い䈩㪘䈏無視さ䉏䉎䈱を見䈩楽し䉃㪘をさけ䉎

㪘を䈭䈓さ䉄䉎

㪙た䈤䈫一緒䈮㪘を無視す䉎

㪙た䈤䈮同調す䉎

䋱人䈪仲裁す䉎

い䈛䉄関連行動䈱測定項目䋨先行研究，無視場面シナ䊥オ䋩

㪘䈱そ䈳䈮い䈩あ䈕䉎 周䉍䈮い䈩䈲やした䈩䉎

㪘䈱話を聴い䈩あ䈕䉎

周䉍䈪䈲やした䈩䉎人䈏感䈛䈩い䉎気持䈤䈫同䈛気持䈤を感䈛䉎

周䉍䈪見䈩見䈯ふ䉍をす䉎人䈱気持䈤䈏分䈎䉎

周䉍䈪見䈩見䈯ふ䉍をす䉎人䈮共感を覚え䉎

周䉍䈪見䈩見䈯ふ䉍をす䉎人䈏感䈛䈩い䉎気持䈤䈫同䈛気持䈤を感䈛䉎

観衆

傍観者

㪙た䈤䈱気持䈤䈏分䈎䉎

㪙た䈤䈮共感を覚え䉎

㪙た䈤䈏感䈛䈩い䉎気持䈤䈫同䈛気持䈤を感䈛䉎

㪘䈱気持䈤䈏分䈎䉎

㪘䈮共感を覚え䉎

㪘䈏感䈛䈩い䉎気持䈤䈫同䈛気持䈤を感䈛䉎

周䉍䈪䈲やした䈩䉎人䈱気持䈤䈏分䈎䉎

周䉍䈪䈲やした䈩䉎人䈮共感を覚え䉎

共感䈱測定項目

質問項目

加害者

被害者

周䉍䈪䈲やした䈩䉎人䈱立場䈮立䈫う䈫した

周䉍䈪䈲やした䈩䉎人䈲䈬䈱䉋う䈭気持䈤䈣䉐う䈫想像した

周䉍䈪見䈩見䈯ふ䉍をす䉎人䈱立場䈮立䈫う䈫した

周䉍䈪見䈩見䈯ふ䉍をす䉎人䈲䈬䈱䉋う䈭気持䈤䈣䉐う䈫想像した

被害者

観衆

傍観者

役割ข得䈱測定項目

質問項目

㪙た䈤䈱立場䈮立䈫う䈫した

㪙た䈤䈲䈬䈱䉋う䈭気持䈤䈣䉐う䈫想像した

加害者

㪘䈱立場䈮立䈫う䈫した

㪘䈲䈬䈱䉋う䈭気持䈤䈣䉐う䈫想像した
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㧔㧟㧕手⛯߈ 

質問⚕調査における手⛯ߪ߈㧘蔵永・ 山ࠄ㧔2008㧕߇ࠄ行ߞた調査の手⛯߈を踏襲ߔる㧚つ߹ࠅ㧘

いߓめ場面のシࠝ࡝࠽を呈示ߒた後㧘役割取得㧘共感㧘いߓめ関ㅪ行動に関ߔる質問㗄目について㧘

そࠇߙࠇ㧡件法にࠃる回答を求める形式をណߞた㧚 

߹た㧘シߪࠝ࡝࠽㧔㧞㧕において記ߒた㧤種類のシࠝ࡝࠽を㧘㧞つߕつ組み合わߖて㧝部の冊子状

にߒた߽のを調査ߢ用いた㧔表㧞㧕㧚ߥお㧘質問㗄目にߪ一部ޟ無視さࠇるޠという言葉߇使わࠇて

いるため㧘暴力場面シࠝ࡝࠽の後に付㓐ߔる質問㗄目ߪߢ㧘シࠝ࡝࠽を作成ߔる際に㧘ޟ無視さࠇるޠ

の部分をޟᲐࠇࠄたࠅ蹴ࠇࠄたࠅさࠇるޠに改めた߽のを用いた㧚さࠄにこࠄࠇの組み合わߖの㗅番

を逆にߒた߽のをＡ’シࠝ࡝࠽㧘㧮’シࠝ࡝࠽㧘㧯’シࠝ࡝࠽㧘㧰’シࠝ࡝࠽とߒて作成ߒた㧚逆㗅

にߒたシࠝ࡝࠽を設定ߒたのߪ㧘無視場面と暴力場面の呈示㗅にࠃる影響を考慮ߒたためߢある㧚 

 

 

 

 

 

 

 

㧟．結果 

㧔㧝㧕被験者数 

A 大学に通う大学生 562 ฬ㧔男性 299 ฬ㧘女性 263 ฬ㧕を対象に㧘集合調査法にࠃる質問⚕調査を

行ߞたとこࠈ㧘ᰳ 損回答数߇ 58 ฬ㧔男性 38 ฬ㧘女性 20 ฬ㧕とࠅߥ㧘最終的に 504 ฬ㧔男性 261 ฬ㧘

女性 243 ฬ㧕の有効回答߇得ࠇࠄた㧚  

 

㧔㧞㧕い߼ߓ関連行動の因子分析とその結果 

㧝㧕因子分析 

無視場面と暴力場面の㧞つの場面シࠝ࡝࠽におけるいߓめ関ㅪ行動のਅ૏㗄目 16 㗄目について主

因子法㧔promax 回転㧕にࠃるត索的因子分析をそࠇߙࠇ行ߞた㧚因子分析ߪߢ統計処理ソ࠻ࡈ

SPSS11.0J を使用ߒた㧚 

そࠇߙࠇの分析結果ࠄ߆得ࠇࠄた固有値の変化ࠄ߆㧘無視場面シߪߢࠝ࡝࠽㧟因子㧘暴力場面シ࠽

た因子ࠇて示さߒあるとߢとに妥当ߏの場面ࠇߙࠇた㧚次にそࠇあると示さߢ妥当߇㧠因子ߪߢࠝ࡝

数を仮定ߒ㧘再ᐲ主因子法㧔promax 回転㧕にࠃる因子分析を行ߞた㧚その結果㧘共通性と因子⽶荷

㊂に関ߒて十分ߥ値߇得ࠇࠄた㧚㧞ᐲ目の因子分析にߞࠃて得ࠇࠄたそࠇߙࠇの場面シࠝ࡝࠽の最終

的ߥ因子ࡄタ࡯ンと因子間相関を表㧟㧘㧠に示ߔ㧚ߥお回転前の因子数ߢ 16 㗄目の全分ᢔを説᣿ߔ

䌁シナ䊥オ 無視䌁 → 質問項目 → 暴力䌁 → 質問項目

䌂シナ䊥オ 無視䌂 → 質問項目 → 暴力䌂 → 質問項目

䌃シナ䊥オ 無視䌃 → 質問項目 → 暴力䌃 → 質問項目

䌄シナ䊥オ 無視䌄 → 質問項目 → 暴力䌄 → 質問項目

表䋲　使用す䉎シナ䊥オ

※　無視䈫暴力䈱組䉂合わせ㗅を逆䈮した䉅䈱を䌁’シナ䊥オ，

䌂’シナ䊥オ，䌃’シナ䊥オ，䌄’シナ䊥オ䈫す䉎．
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る割合ߪ無視場面シߪߢࠝ࡝࠽ 63.03㧑㧘暴力場面シߪߢࠝ࡝࠽ 67.81㧑ߢあߞた㧚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 F㪈 F㪉 F㪊

F㪈：加担・同調行動䋨回転前䈱固有値：㪍㪅㪇㪊㪐䋩

　周䉍䈮い䈩㪘䈏無視さ䉏䉎䈱を見䈩楽し䉃 㪅㪐㪈㪋 㪄㪅㪇㪊㪍 㪄㪅㪈㪇㪈 㪅㪏㪇㪍

　周䉍䈮い䈩㪘䈏無視さ䉏䉎䈱を見䈩面白䈏䉎 㪅㪏㪏㪋 㪄㪅㪇㪋㪌 㪄㪅㪈㪇㪋 㪅㪎㪌㪎

　周䉍䈮い䈩䈲やした䈩䉎 㪅㪎㪐㪊 㪅㪇㪊㪊 㪄㪅㪇㪊㪇 㪅㪌㪐㪏

　㪙た䈤䈫一緒䈮㪘を無視す䉎 㪅㪎㪇㪍 㪅㪇㪉㪋 㪅㪈㪋㪉 㪅㪌㪍㪎

　㪙た䈤䈮同調す䉎 㪅㪍㪌㪏 㪅㪇㪌㪊 㪅㪈㪈㪉 㪅㪋㪍㪋

F㪉：被害者援助行動䋨回転前䈱固有値：㪉㪅㪎㪈㪎䋩

　誰䈎䈫仲裁す䉎 㪅㪇㪍㪇 㪅㪎㪏㪇 㪅㪇㪏㪎 㪅㪌㪇㪈

　㪙た䈤䈮誰䈎䈫や䉄䉎䉋う䈮言う 㪅㪇㪋㪉 㪅㪍㪐㪉 㪅㪇㪌㪈 㪅㪋㪈㪏

　㪘䈱話を聴い䈩あ䈕䉎 㪄㪅㪈㪎㪋 㪅㪌㪐㪇 㪄㪅㪇㪏㪉 㪅㪌㪊㪈

　㪘を䈭䈓さ䉄䉎 㪄㪅㪇㪍㪎 㪅㪌㪎㪌 㪅㪇㪐㪇 㪅㪉㪐㪐

　㪘䈱そ䈳䈮い䈩あ䈕䉎 㪄㪅㪈㪊㪊 㪅㪌㪎㪋 㪄㪅㪈㪇㪋 㪅㪌㪇㪇

F㪊：傍観行動䋨回転前䈱固有値：㪈㪅㪉㪎㪌䋩

　た䈣見䈩い䉎 㪅㪇㪊㪊 㪅㪇㪉㪍 㪅㪏㪏㪉 㪅㪎㪍㪐

　何䉅し䈭い 㪅㪇㪉㪌 㪄㪅㪇㪇㪋 㪅㪏㪍㪇 㪅㪎㪌㪐

　見䈩䉂䈯ふ䉍をす䉎 㪅㪇㪌㪊 㪅㪇㪐㪉 㪅㪏㪌㪌 㪅㪍㪍㪍

因子間相関 F㪈 F㪉 F㪊

　F㪈 ―

　F㪉 㪄㪅㪊㪍㪇 ―

　F㪊 㪅㪊㪉㪎 㪄㪅㪍㪌㪊 ―

表３　無視場面䈮䈍け䉎い䈛䉄関連行動䈱探索的因子分析結果

因子負荷量

共通性

項目 F㪈 F㪉 F㪊 F㪋

F㪈：加担・同調行動䋨回転前䈱固有値：㪌㪅㪍㪇㪎䋩

　周䉍䈮い䈩㪘䈏殴った䉍蹴った䉍さ䉏䉎䈱を見䈩楽し䉃 㪅㪏㪐㪋 㪄㪅㪇㪇㪏 㪄㪅㪇㪍㪌 㪄㪅㪇㪎㪌 㪅㪎㪐㪌

　周䉍䈮い䈩㪘䈏殴った䉍蹴った䉍さ䉏䉎䈱を見䈩面白䈏䉎 㪅㪏㪌㪏 㪅㪇㪎㪏 㪅㪇㪈㪏 㪄㪅㪇㪐㪉 㪅㪎㪉㪍

　周䉍䈮い䈩䈲やした䈩䉎 㪅㪏㪇㪐 㪅㪇㪋㪇 㪅㪇㪏㪌 㪅㪇㪇㪉 㪅㪍㪎㪉

　㪙た䈤䈫一緒䈮㪘を殴った䉍蹴った䉍す䉎 㪅㪍㪐㪐 㪄㪅㪇㪋㪉 㪄㪅㪇㪎㪊 㪅㪇㪐㪇 㪅㪋㪏㪊

　㪙た䈤䈮同調す䉎 㪅㪌㪌㪊 㪄㪅㪇㪐㪎 㪅㪇㪋㪍 㪅㪈㪎㪋 㪅㪊㪌㪇

F㪉：被害者援助行動䋨回転前䈱固有値：㪉㪅㪐㪈㪈䋩

　㪘䈱話を聴い䈩あ䈕䉎 㪄㪅㪇㪇㪐 㪅㪏㪈㪈 㪄㪅㪇㪈㪉 㪄㪅㪇㪋㪌 㪅㪍㪊㪌

　㪘を䈭䈓さ䉄䉎 㪅㪇㪈㪍 㪅㪎㪋㪍 㪅㪇㪉㪈 㪄㪅㪈㪋㪐 㪅㪋㪊㪋

　㪘䈱そ䈳䈮い䈩あ䈕䉎 㪅㪇㪈㪐 㪅㪍㪈㪊 㪄㪅㪇㪐㪌 㪅㪇㪐㪊 㪅㪌㪉㪎

　誰䈎䈫仲裁す䉎 㪄㪅㪇㪌㪉 㪅㪌㪉㪏 㪅㪇㪍㪌 㪅㪉㪈㪈 㪅㪋㪈㪏

　㪙た䈤䈮誰䈎䈫や䉄䉎䉋う䈮言う 㪅㪇㪇㪉 㪅㪌㪇㪍 㪅㪇㪈㪎 㪅㪈㪌㪐 㪅㪊㪌㪎

F㪊：傍観行動䋨回転前䈱固有値：㪈㪅㪊㪉㪉䋩

　た䈣見䈩い䉎 㪄㪅㪇㪇㪈 㪅㪇㪈㪋 㪅㪏㪐㪎 㪅㪇㪉㪊 㪅㪎㪍㪎

　何䉅し䈭い 㪄㪅㪇㪋㪏 㪄㪅㪇㪎㪍 㪅㪏㪎㪌 㪅㪇㪉㪋 㪅㪏㪇㪊

　見䈩䉂䈯ふ䉍をす䉎 㪅㪇㪈㪏 㪅㪇㪏㪉 㪅㪎㪐㪐 㪄㪅㪇㪏㪐 㪅㪍㪌㪏

F㪋：単独仲裁行動䋨回転前䈱固有値：㪈㪅㪇㪇㪐䋩

　䋱人䈪仲裁す䉎 㪅㪇㪊㪉 㪅㪇㪊㪎 㪅㪇㪇㪏 㪅㪏㪌㪊 㪅㪎㪌㪇

　㪙た䈤䈮䋱人䈪や䉄䉎䉋う䈮言う 㪅㪇㪋㪎 㪅㪇㪈㪏 㪄㪅㪇㪎㪉 㪅㪎㪐㪋 㪅㪎㪈㪈

因子間相関 F㪈 F㪉 F㪊 F㪋

　F㪈 ―

　F㪉 㪄㪅㪊㪉㪎 ―

　F㪊 㪅㪉㪌㪈 㪄㪅㪌㪏㪈 ―

　F㪋 㪄㪅㪈㪈㪏 㪅㪌㪌㪐 㪄㪅㪌㪎㪐 ―

表䋴　暴力場面䈮䈍け䉎い䈛䉄関連行動䈱探索的因子分析結果

因子負荷量

共通性
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第㧝因子ߪ㧡㗄目ߢ構成さࠇておࠅ㧘ޟ周ࠅにいて A Bޟ߿ޠ߻ߒるのを見て楽ࠇ無視さ߇ たちと

一緒に A を無視ߔるߤߥޠ㧘いߓめに加担ߒたࠅ㧘加ኂ者たちに同調ߔる内容の㗄目߇高い⽶荷㊂を

示ߒていた㧚そこޟߢ加担・同調行動ޠ因子と๮ฬߒた㧚 

第㧞因子ߪ㧡㗄目ߢ構成さࠇておࠅ㧘ޟA の話を聴いてあߍるޟޠ誰߆と仲ⵙߔるߤߥޠ㧘被ኂ者

をߋߥさめる行動߇高い⽶荷㊂を示ߒていた㧚そこޟߢ被ኂ者援助行動ޠ因子と๮ฬߒた㧚 

第㧟因子ߪ㧟㗄目ߢ構成さࠇておࠅ㧘ޟたߛ見ているޟޠ何߽ߥߒいޟޠ見て見ࠅ߰ߧをߔるޠと

いう㧘いߓめに対ߒて傍観ߔる内容の㗄目߇高い⽶荷㊂を示ߒていた㧚そこޟߢ傍観行動ޠ因子と๮

ฬߒた㧔ߥおవ行研究におけるޟ傍観行動ޠ因子と異ࠅߥ㧘ࠅࠃ純粋ߥ傍観行動߇ਅ૏㗄目に含߹ࠇ

ていたという点߇異ߞߥていた㧕㧚 

第㧠因子ߪ㧞㗄目ߢ構成さࠇておࠅ㧘1ޟ 人ߢ仲ⵙߔるޟޠB たちに 1 人߿ߢめるࠃうに言うߥޠ

る内容のߔ仲ⵙߢて㧝人ߒ加ኂ者たちに対߿めߓ㧘いࠅߥ因子と異ޠ被ኂ者援助行動ޟ第㧞因子のߤ

㗄目߇高い⽶荷㊂を示ߒていた㧚そこޟߢන⁛仲ⵙ行動ޠ因子と๮ฬߒた㧚 

 

㧞㧕各構ㅧの検討 

質問⚕調査にߞࠃて測定ߒた㧠者に対ߔる役割取得と共感㧘߹たいߓめを目撃ߒた者߇取ࠅうると

思わࠇるいߓめ関ㅪ行動㧔無視場面ߪߢ㧟種類㧘暴力場面ߪߢ㧠種類㧕߇㧘実際に生ߓうるの߆につ

いて検討を行ߞた㧚各概念の構ㅧについてߪ㧘いߓめ関ㅪ行動ߪ因子分析にߞࠃて構ㅧ߇十分に検討

さࠇたためこࠇを用いる㧚役割取得㧘共感ߪ㧘ޟ被ኂ者ޟޠ加ኂ者ޟޠ観衆ޟޠ傍観者ޠの㧠者Ფに

測定ߒているため㧘この㧠種類を構ㅧとߒて仮定ߔる㧚検討を行う前に㧘こࠄࠇの構ㅧᲤにᐔ均値㧘

SD㧘α係数を算出ߒた㧚その結果を場面シࠝ࡝࠽別に表㧡㧘㧢に示ߔ㧚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変数 平均 SD α

役割ข得

　　被害者 㪊㪅㪏㪊 㪈㪅㪈㪌 㪇㪅㪎㪎

　　加害者 㪉㪅㪋㪈 㪈㪅㪈㪏 㪇㪅㪍㪍

　　観衆 㪉㪅㪈㪈 㪈㪅㪈㪉 㪇㪅㪍㪎

　　傍観者 㪉㪅㪎㪈 㪈㪅㪊㪈 㪇㪅㪎㪍

共感

　　被害者 㪊㪅㪌㪎 㪈㪅㪈㪌 㪇㪅㪏㪏

　　加害者 㪈㪅㪐㪉 㪈㪅㪇㪋 㪇㪅㪏㪌

　　観衆 㪈㪅㪎㪏 㪇㪅㪐㪏 㪇㪅㪏㪌

　　傍観者 㪊㪅㪇㪈 㪈㪅㪉㪎 㪇㪅㪏㪎

い䈛䉄関連行動

　　加担・同調行動 㪈㪅㪊㪋 㪇㪅㪍㪇 㪇㪅㪏㪏

　　被害者援助行動 㪊㪅㪊㪍 㪇㪅㪐㪉 㪇㪅㪏㪇

　　傍観行動 㪉㪅㪍㪏 㪈㪅㪉㪋 㪇㪅㪐㪇

表䋵　無視場面䈮䈍け䉎各構造䈱平均値，SD，α係数
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検討のౕ体的ߥ手㗅を以ਅのࠃうに設定ߒた㧚Ԙ測定ߒた構ㅧを構成ߔる㗄目群について床効果を

検討ߔる㧚床効果の基準とߒて㧘ޟᐔ均ࠄ߆標準偏差を減ߓた値߇㧘調査における最小値ߢある㧝以

ਅߢあߞた場合ޠに床効果߇生ߓているとみߔߥ㧚ԙ各構ㅧを構成ߔる㗄目群のうち過半数の㗄目に

床効果߇生ߓていた場合㧘その構ㅧߪいߓめ場面においてߪ生起ߥߒい߽のと್断ߔる㧚ߥおこの検

討ߪ役割取得㧘共感㧘行動߇生ߓる߆否߆を検討ߔる߽のߢあるため㧘ᄤ੗効果についてߪ検討ߥߒ

い߽のとߔる㧚 

各場面シࠝ࡝࠽における検討を行ߞた結果㧘無視場面ߪߢ㧘役割取得ߪ観衆以外の㧟者に生ߓ㧘共

感ߪ被ኂ者と傍観者にのみ生ߓていること߇示さࠇた㧚いߓめ関ㅪ行動においてߪ㧘ޟ加担・同調行

動ߪޠ起こߕࠄ㧘ޟ被ኂ者援助行動ޠとޟ傍観行動߇ޠ起こること߇示さࠇた㧚そߒて暴力場面ߪߢ㧘

役割取得と共感ߪ㧘被ኂ者と傍観者にのみ生ߓていること߇示さࠇた㧚そߒていߓめ関ㅪ行動におい

てߪ㧘ޟ加担・同調行動ߪޠ起こߕࠄ㧘ޟ被ኂ者援助行動ޠ㧘ޟ傍観行動ޠ㧘そߒて暴力場面ߢのみ

起こࠅうるとさࠇたޟන⁛仲ⵙ行動߇ޠ起こること߇示さࠇた㧚 

 

㧔㧟㧕共分散構ㅧ分析 

いߓめを目撃ߒた者の役割取得߿共感߇㧘その後のいߓめ関ㅪ行動にߤう影響ߔるの߆を検討ߔる

ため㧘共分ᢔ構ㅧ分析を行ߞた㧚分析ソߪ࠻ࡈ Amos5 を使用ߒた㧚分析を行うにあたߞてߪ㧘表ߢ

示さࠇたᐔ均値と SD を用いた㧚߹た構ㅧの検討において㧘このいߓめ場面ߪߢ生起ߥߒいとさࠇた

㗄目についてߪ分析対象ࠄ߆㒰外ߒた㧚 

こࠄࠇを前ឭにに共分ᢔ構ㅧ分析を行い因果࡞࠺ࡕのࡄス࿑を作成ߒたとこࠈ㧘無視場面ߢの因果

ߪߢ࡞࠺ࡕ GFI=.936㧘AGFI=.644㧘RMSEA=.225 とࠅߥ㧘暴力場面ߢの因果ߪߢ࡞࠺ࡕ GFI=.858㧘

AGFI=.207㧘RMSEA=.322とߞߥた㧚ߤち߽ࠄGFIとAGFIの間に大߈く差߇あࠅ㧘߹たRMSEA<0.1

変数 平均 SD α

役割ข得

　　被害者 㪊㪅㪏㪈 㪈㪅㪈㪐 㪇㪅㪎㪎

　　加害者 㪉㪅㪇㪉 㪈㪅㪇㪏 㪇㪅㪌㪏

　　観衆 㪉㪅㪇㪏 㪈㪅㪈㪉 㪇㪅㪍㪈

　　傍観者 㪉㪅㪌㪇 㪈㪅㪈㪈 㪇㪅㪎㪋

共感

　　被害者 㪊㪅㪊㪊 㪈㪅㪉㪌 㪇㪅㪏㪐

　　加害者 㪈㪅㪌㪇 㪇㪅㪎㪎 㪇㪅㪏㪏

　　観衆 㪈㪅㪍㪊 㪇㪅㪐㪉 㪇㪅㪏㪍

　　傍観者 㪉㪅㪐㪋 㪈㪅㪊㪋 㪇㪅㪏㪐

い䈛䉄関連行動

　　加担・同調行動 㪈㪅㪉㪈 㪇㪅㪌㪈 㪇㪅㪏㪎

　　被害者援助行動 㪊㪅㪌㪇 㪇㪅㪐㪊 㪇㪅㪏㪇

　　傍観行動 㪉㪅㪌㪊 㪈㪅㪉㪋 㪇㪅㪏㪐

　　単独仲裁行動 㪉㪅㪌㪈 㪈㪅㪉㪏 㪇㪅㪏㪍

表䋶　暴力場面䈮䈍け䉎各変数䈱平均値，SD，α係数
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を満たߒていߥいため㧘十分ߥ適合値߇得ࠇࠄたとߪ言えߞ߆ߥた㧚 

そこߢ蔵長・ 山ࠄのవ行研究と同様㧘有意ߥߢいࡄスを削㒰ࡄߒス࿑をන純化ߔるߤߥ㧘࡞࠺ࡕ

のୃ正を行ߞた㧚ୃ正の結果㧘無視場面の因果ߪߢ࡞࠺ࡕ GFI=.934㧘AGFI=.794㧘RMSEA=.168 と

ߪߢ࡞࠺ࡕの因果ߢ㧘暴力場面ࠅߥ GFI=.854㧘AGFI=.629㧘RMSEA=.218 とߞߥた㧚෺方と߽十分

あるߢ適合値の指標ߥ RMSEA<0.1 を満たߒていߥい߇㧘න純化ߔる前と比ߴて㧘AGFI の増加ߒて

いる点を考慮ߒ㧘න純化ߒたࡄス࿑をណ択ߔる㧚こࠄࠇの因果࡞࠺ࡕをࡄス࿑化ߒた߽のを表㧣㧘㧤

に示ߔ㧚ߥお暴力場面ߢの因果࡞࠺ࡕの߶う߇ RMSEA の値߇高くߞߥている߇㧘こߪࠇ暴力場面ߢ

の因果࡞࠺ࡕの߶うࠅࠃ߇複雑ߢあることを示ߒている߽のと思わࠇる㧚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注㪈　パス係線䈲すべ䈩㪌％水準䈪有意

注㪉　実線䈲正䈱影響，破線䈲負䈱影響を示す

被害者援助行動

傍観行動

表䋷　共感䈏生䈛䈩䈎䉌い䈛䉄関連行動䈮至䉎䉁䈪䈱因果モ䊂䊦䋨無視場面䋩

い䈛䉄関連行動

共感

傍観者

被害者被害者

加害者

傍観者

役割ข得

㪄㪅㪇㪐

㪅㪉㪇

㪅㪈㪊

㪅㪉㪈

㪄㪅㪊㪉

㪄㪅㪈㪊

㪄㪅㪈㪉

㪅㪋㪐

㪅㪈㪊

㪅㪌㪇

㪅㪌㪇

㪄㪅㪈㪇

注㪈　パス係線䈲すべ䈩㪌％水準䈪有意

注㪉　実線䈲正䈱影響，破線䈲負䈱影響を示す

表８　共感䈏生䈛䈩䈎䉌い䈛䉄関連行動䈮至䉎䉁䈪䈱因果モ䊂䊦䋨暴力場面䋩

い䈛䉄関連行動

共感

傍観者

被害者

被害者援助行動

傍観行動

単独仲裁行動

被害者

役割ข得

傍観者

㪅㪈㪊

㪅㪉㪉

㪄㪅㪉㪉

㪅㪈㪊

㪅㪌㪇

㪅㪊㪊

㪄㪅㪈㪎

㪄㪅㪊㪐

㪅㪌㪊

㪄㪅㪈㪉
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仮説について検⸽ߔる㧚 

仮説㧝ޟ無視場面㧘暴力場面の෺方において㧘いߓめ関ㅪ行動に対ߒて影響を持つのߪ㧘共感ࠅࠃ

 ޠある㧚ߢ役割取得ࠈߒ߻߽

無視場面のシߪߢࠝ࡝࠽役割取得と共感のߤち߇ࠄ影響を持ߞている߆を十分に説᣿ߞ߆ߥ߈ߢた㧚

暴力場面のシߪߢࠝ࡝࠽共感߽ࠅࠃ㧘役割取得の߶う߇いߓめ関ㅪ行動に強い影響を有ߒていること

 た㧚ࠇࠄ見߇

→網 十分に支持さߥࠇい㧚 

 

仮説㧞ޟ無視場面㧘暴力場面の෺方における㧘傍観者に対ߔる役割取得ߪ被ኂ者援助行動を抑制㧘

傍観行動をଦ進ߒ㧘そࠇとߪ逆に被ኂ者に対ߔる役割取得ߪ被ኂ者援助行動をଦ進㧘傍観行動を抑制

 ޠる㧚ߔ

無視場面㧘暴力場面෺方において㧘被ኂ者への役割取得ߪ仮説を指示さࠇる結果߇見ࠇࠄた㧚傍観

者への役割取得ߪߢ㧘無視場面においてߏく微弱ߢある߇仮説と正෻対の影響を有ߒておࠅ㧘暴力場

面にいたߞてߞ߹ߪたく影響ߥ߇いという結果とߞߥた㧚 

→網 被ኂ者への役割取得ߪ支持さࠇる㧚傍観者の役割取得においてߪ支持さߥࠇい㧚 

 

仮説㧟ޟ無視場面ࠅࠃ暴力場面の߶う߇㧘被ኂ者への共感㧘役割取得にߞࠃて被ኂ者援助行動߇ଦ

進さࠇる㧚ޠについてߪ㧘相関係数਄大ߥ߈㆑いߪ見ߞ߆ߥࠇࠄた㧚 

→網 支持さߥࠇい㧚 

 

㧠．考察 

第㧟節において得ࠇࠄた結果について㧘㧟つの視点ߢ比較を行い㧘考察を行う㧚 

㧔㧝㧕వ行研究と本研究㧔無視場面シࠝ࡝࠽㧕との比較と考察 

వ行研究と本研究の結果における共通点とߒて㧘ޟいߓめの現場を目撃ߒた後にߪ㧘いߓめに加担

㧘被ኂ者援ߪる役割取得ߔ被ኂ者に対ޟ㧘߹たޠいߥߒ生起߇行動ߥうࠃるߔ㧘加ኂ者に同調ࠅたߒ

助行動をଦ進ߒ㧘傍観行動を抑制ߔるޠこと߇示さࠇた㧚こߪࠇいߓめの現場を目撃ߒた場合㧘いߓ

めࠇࠄている被ኂ者に߹ߕ目߇行ߔ߿߈いことを示ߒていると思わࠇる㧚被ኂ者に目を向けた結果㧘

被ኂ者への同情߿共感߇生起さࠇ被ኂ者を助けࠃうとߒ㧘逆にいߓめを見て見ࠅ߰ߧをߒたࠅ㧘加ኂ

者に加担ߔる行動߇抑制さࠇるということを示ߒていると߽考えࠇࠄる㧚  

వ行研究と本研究の結果における相㆑点とߒて㧘వ行研究ߢ示さࠇたޟ観衆に対ߔる共感߇ޠ生ߓ

生߇て加ኂ者への共感の㧟つߒる役割取得と共感㧘そߔ観衆に対ޟߪߢいという点に加え㧘本研究ߥ

立てている者への共感ߒ߿ߪߢࠅ㧘周ߪた者ߒめを目撃ߓいޟߪた㧚この結果ࠇ示さ߇ことޠいߥߓ

߇る役割取得ߔている㧚߹た加ኂ者に対ߒことを示ޠある߇い傾向ߥߒうとࠃߒその立場の理解を߿
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生ߓているのߪ㧘いߓめの場面を見たᤨにߢࠎߥޟいߓめているのࠈߛうޠと考え㧘その立場に立と

うとߔるߢࠄ߆あると考えࠇࠄる㧚 

こࠄ߆ࠄࠇ目撃者ߪ無視にࠃるいߓめの場面を目撃ߒた直後㧘被ኂ者߿傍観者への役割取得߿共感

を強く持ち㧘周࿐ߒ߿ߪߢ立てている者߿加ኂ者へߪ共感を߶とߤࠎ持たߥいと考えࠇࠄる㧚そߒて

被ኂ者への共感を強く持ߞた目撃者ߪ㧘目撃後の行動とߒて被ኂ者を助けたࠅいߓめを抑制ߔる行動

を取ߔ߿ࠅいため㧘被ኂ者への共感を持ちߔ߿いࠃう目撃者に求めていくこと߇㧘いߓめ対策に❬߇

 る㧚ࠇあると思わ߇うる可能性ࠅ

 

㧔㧞㧕無視場面シࠝ࡝࠽と暴力場面シࠝ࡝࠽との比較と考察 

無視場面シࠝ࡝࠽と暴力場面シࠝ࡝࠽の結果における共通点とߒて㧘ޟ被ኂ者に対ߔる役割取得߇㧘

被ኂ者を助ける行動をଦ進ߒ㧘傍観行動を抑制ߔるޠとޟ傍観者への共感߇㧘傍観行動をଦ進ߒ㧘被

ኂ者を助ける行動を抑制ߔるޠの㧞点߇挙ࠇࠄߍた㧚前者ߪ本節㧔㧝㧕వ行研究と本研究との比較と

考察ߢ考察をߒているのߢ㧘再ᐲの考察ߪ省略ߔる㧚後者ߪいߓめの種類に関わߕࠄ㧘傍観者の気持

ちを共感ࠃߒうとߔることߪ㧘見て見ࠅ߰ߧをߔることをଦߒ被ኂ者を援助ߔることを妨ߍる㧘とい

うことを示ߒている㧚こߪࠇ傍観ߒている人たちの気持ちを理解ࠃߒうとߔると㧘傍観者ߗߥ߇傍観

的ߥ行動を取ߞているの߿߆㧘被ኂ者を助けߥい߹たߪいߓめに関わࠈうとߥߒい理由を考えること

にࠅߥ㧘結果とߒて傍観行動のଦ進と被ኂ者援助行動の抑制につߞ߇ߥていると考えࠇࠄる㧚 

無視場面シࠝ࡝࠽と暴力場面シࠝ࡝࠽の結果ߢの相㆑点とߒて㧘㧞点ߢ大߈く異ߥる点߇見ࠇࠄた㧚

㧝点目ߪ㧘目撃者ߪ暴力にࠃるいߓめの場面を目撃ߒた後に㧘ޟන⁛仲ⵙ行動ޠを起こߒうるという

ことߢある㧚こߪࠇ目撃者߇いߓめ場面を目撃ߔる際に㧘無視にࠃるいߓめ߽ࠅࠃ暴力にࠃるいߓめ

を̌ࠅࠃෂ険ߢ㧘誰߆と一緒ߥߪߢくとに߆くߋߔにいߓめをᱛめߥけ̍߫ࠇという認識を持ちߔ߿

いという可能性を示唆ߒていると考えࠇࠄる㧚 

 㧞点目ߪ㧘無視場面シࠝ࡝࠽においてޟ傍観者の役割取得ޟ߇ޠ被ኂ者への共感ޠとޟ被ኂ者援助

行動ޠへ非常に弱い正の関ㅪを有ߒているといߞた因果関係のࡄス߇見ࠇࠄた点ߢある㧚つ߹ࠅ無視

にࠃるいߓめ߇起߈ている場面ߪߢ㧘暴力に依るいߓめ߇起߈ている場面と異ࠅߥ㧘傍観者の立場に

立ߞたとߒて߽被ኂ者を߆わいそうに感ߓたࠅいߓめをᱛめࠃうとߔること߇あることを示ߒている㧚

こߪࠇいߓめを目撃ߔるといߓめを助けた結果㧘目撃者自身に被ኂ߇及ߛࠎ場合を想像ߒているのߢ

 る㧚ࠇࠄ考え߇という事߆いߥߪ

 

Υ．第㧞研究 

㧝．問題と目的 

第㧝研究の結果㧘傍観者に関ㅪߔる要因において非常に特ᓽ的ߥ結果߇見ࠇࠄた㧚つ߹ࠅ㧘ޟ無視

場面においてޟ傍観者ޠの立場に立つこと߇㧘被ኂ者への共感と被ኂ者を援助ߔる行動をଦ進ߔるޠ
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という点ߢあࠅ㧘߽う㧝点ޟ߇傍観行動を抑制ߔる要因߇場面にߞࠃて異ߥるޠという点ߢある㧚 

現在のいߓめ研究において㧘㧠ጀ構ㅧの役割とߒてのޟ傍観者ޠの心理的ߥ特ᓽについて焦点を当

てた研究ߪ多いとߪ言えߥい㧚߹た傍観者についての一般的ߥ認識とߒてޟߪいߓめについて見て見

・↰森ߒ߆ߒある㧚ߢߤࠎと߶߇という認識ޠいሽ在ߥ関係ߪめに直接ߓいޟޠている人ߒをࠅ߰ߧ

清水㧔1994㧕㧘Ⴆ本・↰ฬ場㧔2007㧕ࠄに߫ࠇࠃ㧘ޟ傍観者ޠの行動にߞࠃてޟ加ኂ者ޠのいߓめ行

動߇変容さࠇる㧘との指摘ߥ߇さࠇておࠅ㧘いߓめへの実際の対策を考える਄ߢ㧘傍観者への੺入ߪ

不可ᰳߢあると思わࠇる㧚そߒて੺入を行うためにߪ㧘ޟ傍観者ߤ߇のࠃうߥ心理的ߥ特ᓽを有ߒて

いるޠ߆とߤޟうߒたࠄ見て見ࠅ߰ߧを߿めさߖること߈ߢ߇るޠ߆という点の理解߇不可ᰳとߥる

ことߪ自᣿ߢある㧚 

そこߢ第㧞研究ߪߢ㧘以ਅの㧞点を目的とߒて設定ߔる㧚 

 

目的㧝：網 被験者に傍観者の立場に立ߞて߽ࠄい㧘傍観者とߒてߤのࠃうߥ認知を持ߞたࠅ㧘ߤの

 る㧚ߔ特ᓽを追究ߥて㧘傍観者の心理的ߞࠃることにߔを調査߆ているࠇࠄうに見ࠃ

目的㧞：網 調査࡯ュࡆについてインタޠ߆いと思うߥߒ傍観行動をࠄたߞあ߇出来事ߥうࠃのߤޟ

を行い㧘傍観行動を抑制ߔる出来事とߒてߤのࠃうߥこと߇考えࠇࠄる߆を調査ߔる 

 

㧞．方法 

㧔㧝㧕対象者 

Ａ大学に通う大学生おࠃび大学院生 12 ฬ㧔男性㧢ฬ㧘女性㧢ฬ網 ᐔ均年齢：23.7 ᱦ㧘SD：2.54

ᱦ㧕を対象に㧘半構ㅧ化面接にࠃるインタࡆュ࡯調査を行う㧚 

 

㧔㧞㧕半構ㅧ化面接にࠃるインタࡆュ࡯調査 

第㧝研究㧔質問⚕調査㧕ߢ用いた㧘いߓめ場面について書ࠇ߆た場面シࠝ࡝࠽を呈示ߔる㧚߹た㧘

このᤨ被験者にޟߪこのいߓめの場面を見た後に㧘見て見ࠅ߰ߧをߔることにߒた人ޠとߒて想像ߒ

ߓ߆ࠄた後に㧘あߞࠄて߽ߒを被験者に目を通ࠝ࡝࠽る㧚場面シߔうこととࠄ߽ߢࠎ⺒場面をࠄ߇ߥ

め設定ߒた質問をߔる半構ㅧ化面接を行う㧚 

 

㧔㧟㧕シࠝ࡝࠽ 

半構ㅧ化面接ߢ用いる場面シߪࠝ࡝࠽㧘第㧝研究ߢ用いたいߓめの場面シࠝ࡝࠽のうち㧘傍観者へ

役割取得߿共感を起こߔ߿ߒくߔるೝ激文を挿入ߒたޟ無視㧰シޠࠝ࡝࠽とޟ暴力㧰シޠࠝ࡝࠽を用

いる㧚被検者にߪ㧞つのシࠝ࡝࠽のうちߤち߆ࠄ一方を呈示ߔる㧚 

るߔをࠅ߰ߧ見て見ޟߪ㧘被験者にߪる㧚㧝点目ࠃ㧘以ਅの㧞点にߪる理由ߔ一方を呈示߆ࠄちߤ

ことにߒた人ޠとߒて想像ߒてインタࡆュ࡯をฃけて߽ࠄうため㧘㧞つの場面についてㅪ⛯ߒて調査
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を行うと㧘被験者の⽶担߇大߈くߥること߇考えࠇࠄるためߢある㧚㧞点目ߪ㧘第㧝研究と異ࠅߥ対

象人数の少ߥさࠄ߆㧘呈示㗅の効果を見るための統制群の設定߇困難ߢあるためߢある㧚 

 

㧔㧠㧕手⛯߈ 

਄記ߢ述ߴた㧞つのシࠝ࡝࠽のうち㧘無視場面シࠝ࡝࠽と暴力場面シࠝ࡝࠽のߤち߆ࠄ一方を被験

者に手渡ߒた後㧘以ਅの内容を被験者に伝える㧚 

 

㧘ߢのߔ߹み⺒߇⑳ࠄ߆を੹ࠇ㧚こߔ߹ࠅあ߇た߽のࠇ߆めの場面について書ߓここに㧘あるいޟ

目ߢ追ߞていߞてくߛさい㧚あߥたߪ㧘この場面を目撃ߒた後㧘このいߓめについて見て見ࠅ߰ߧを

いくࠄ߆ࠄ㧘こちࠄたߒ߹ࠅさい㧚⺒み終わߛみてくߢࠎ⺒ࠄ߇ߥߒて㧘想像ߒた人とߒることにߔ

つ߆質問をさߖて㗂ߔ߹߈㧚そߢࠎ⺒ߪߢࠇいߔ߹߈のߢ目を通ߒていߞてくߛさい㧚ޠ 

 

߹たこの調査ߪߢ㧘被験者に自由に場面シࠝ࡝࠽を⺒ࠄ߽ߢࠎわߕ㧘調査者߇⺒み਄ߍる㧚こߪࠇ

被験者߇場面シࠝ࡝࠽を⺒߻際に㧘⺒みこ߷߿ߒ誤⺒߇発生ߔるのを防ߋ目的߇ある㧚以਄の文章を

被験者に伝えた後に㧘調査者߇シࠝ࡝࠽を⺒み਄ߍる㧚 

シࠝ࡝࠽⺒了後㧘あߓ߆ࠄめ設定ߒた質問㧔19 㧘傍観者の心ߪ㧕を被験者に行う㧚質問㗄目ࠫ࡯ࡍ

理的ߥ特ᓽを捉えるために㧘Ԙ傍観者ࠄ߆周ࠅへの認知㧘ԙ周ࠄ߆ࠅの認知㧘Ԛ周ࠅの認知へのฃけ

ᱛめ方㧘の㧟種類の質問群と㧘傍観行動をᱛめるためにߤߪのࠃうߥこと߇考えࠇࠄる߆を見るため㧘

ԛ傍観行動をߥߒい出来事㧘の㧠種類㧘計 16 㗄目の質問群ߢ構成ߒた㧚 

 

㧔㧡㧕分析方法 

半構ㅧ化面接内ߢ得ࠇࠄた回答について分析を行う㧚分析方法ߪ KJ 法を参考にߒたࠞ࡯࡝ࠧ࠹化

を行い㧘ᢛ理・分析を行う߽のとߔる㧚ࠞ࡯࡝ࠧ࠹化に際ߒてߪ㧘心理学を学ぶ大学院生㧞ฬのද力

をあお߉㧘筆者含めて計㧟ฬの分析者にߞࠃて分析さࠇ㧘㧟ฬの合意߇得ࠇࠄた߽のをࠞ࡯࡝ࠧ࠹と

 た㧚ߞる方法をណߔてណ択ߒ
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第 ァ研究㧔半構ㅧൻ面接㧕ߢ行う質問内容 

 

 

・網 あߥたߪ㧘被ኂ者の A に対ߒてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 あߥたߪ㧘加ኂ者の B たちに対ߒてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 周ߒ߿ߪߢࠅたてる人たちに対ߒてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 周ߢࠅ見て見ࠅ߰ߧをߒている他の人たちに対ߒてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

 

 

・網 あߥたߪ㧘被ኂ者の A  ߆ߔ߹ていると思いࠇࠄうに見ࠃのߤࠄ߆

߹た㧘そう見ࠇࠄていることについてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 あߥたߪ㧘加ኂ者の B たちߤࠄ߆のࠃうに見ࠇࠄていると思い߹߆ߔ 

߹た㧘そう見ࠇࠄていることについてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 周ߒ߿ߪߢࠅたてる人たちߤࠄ߆のࠃうに見ࠇࠄていると思い߹߆ߔ 

߹た㧘そう見ࠇࠄていることについてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

・網 周ߢࠅ見て見ࠅ߰ߧをߒている他の人たちߤࠄ߆のࠃうに見ࠇࠄていると思い߹߆ߔ 

߹た㧘そう見ࠇࠄていることについてߤのࠃうに思い߹ߒた߆ 

 

 

・網 あߥたߪ㧘このいߓめの場面を目撃ߒた後に㧘ߤのࠃうߥこと߇あߞたࠄ㧘ߞ߈と見て見ߧ

 㧚߆ߔ߹たと思いߞߥうߤ㧚߹たその後߆ߔ߹うと思いࠈߛたߞ߆ߥߒをࠅ߰

 

以਄ 9 個㧔周ࠅの認知へのฃけᱛめ方を含めると 16 個㧕の㧘ญ頭にࠃる自由回答形式の質問を行

う㧚 

 

㧔㧢㧕分析における着眼点 

被験者ࠄ߆得ࠇࠄた回答を分析ߔるにあたߞて㧘以ਅの点を着眼点とߒて分析を行う㧚 

 

㧝㧘傍観者߇㧘周ࠅの人々に対ߒてߤのࠃうߥ認知を持ち㧘߹た周ߤࠄ߆ࠅのࠃうに見ࠇࠄている

と思ߞている߆についてࠞ࡯࡝ࠧ࠹化を行う㧚 

㧞㧘周ࠄ߆ࠅ見ࠇࠄている認知に対ߒて㧘 ߤのࠃうにฃけᱛめる߆を分析・ᢛ理ߔる㧚着眼点㧝ߢ

のࠞ࡯࡝ࠧ࠹Ფにߤのࠃうߥฃけᱛめ方をߒている߆を検討ߒ㧘その傾向性を見い出ߔ㧚 

㧟㧘傍観行動をߥߒくߥる出来事㧔傍観行動の生起を抑制ߔる要因㧕についてࠞ࡯࡝ࠧ࠹化を行う㧚  

傍観行動を取ߥࠄい出来事 

周࿐ࠄ߆の認知 

周࿐への認知 
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㧟．結果 

対象者ߢある大学生・大学院生 12 ฬに半構ㅧ化面接を行ߞた㧚内⸶とߒて㧘男女数及び総数߇均

一にߥるࠃう㧘シࠝ࡝࠽Ფに男女㧟ฬߕつの被験者数とߒた㧚 以ਅに質問の種類ߏとの結果を示ߔ㧚 

㧔㧝㧕周ࠅの対象への認知 

被ኂ者への認知に関ߔる回答を分析ߒた結果㧘無視場面シ߆ޟߪߢࠝ࡝࠽わいそうߤޟ߿ޠうߒて

こうߞߥてのޠ߆という認知߇語ࠇࠄる傾向߇強く㧘暴力場面シ߆ޟߪߢࠝ࡝࠽わいそうޠߛという

認知߇語ࠇࠄる傾向߇強いこと߇示さࠇた㧚つ߹ࠅ暴力場面シߤޟߪߢࠝ࡝࠽うߒてこのࠃうߥいߓ

め߇起こߞたのޠ߆という㧘いߓめの߆ߞ߈けについて気にߔるといߞた認知߇起こߕࠄに㧘主とߒ

て߆ޟわいそうޠߛという認知߇生ߓてること߇示さࠇる㧚こߪࠇ㧘熊谷㧔2006㧕߇シࠝ࡝࠽調査を

行ߞた結果に考察ߒたޟ攻撃߇⛮⛯的ߢあࠅ㧘加ኂ者と被ኂ者߇仲良ߢߒある場合㧘攻撃の原因を被

ኂ者の性格に帰属ߔ߿ߒいという結果߇得ࠇࠄたޠという知見に添う߽のߢあると考えࠇࠄる㧚߆ߒ

㧘੹回の結果と正෻対の結ࠅあߢる߽のߔめに関ߓいߥ暴力的ߪࠝ࡝࠽用いたシ߇㧘熊谷㧔2006㧕ߒ

果とߞߥた㧚その理由とߒて㧘暴力場面ߪߢ㧘被ኂ者に対ߒて視線を向ける際に㧘いߓめの原因ࠅࠃ

߽㧘激ߒく傷めつけࠇࠄている被ኂ者に対ߔる同情߇起こߞていること߇考えࠇࠄる㧚 

加ኂ者への認知の分析の結果㧘無視場面シޟߪߢࠝ࡝࠽自分勝手ޟ߿ޠᮮ暴ޠといߞた加ኂ者を否

定的に見るࠃうߥ認知߇起こࠅ㧘暴力場面シࠝ࡝࠽において߽߆߻ޟつくޠ㧘ߤ߭ޟいޠ㧘ޟඬ怯ޠ㧘

㧘加ኂ者への認知ࠅ߹た㧚つࠇࠄ見߇起こること߇た認知ߞという否定的評価の側面を持ޠいߤ߭ޟ

㧘特に暴力場面においࠅあ߇た認知を行う傾向ߞ評価の側面を持ߥ常に否定的ߕࠄ㧘場面に関わߪߢ

てࠅࠃ強い否定߇見ࠇࠄること߇示さࠇた㧚その理由とߒて㧘いߓめを加えている加ኂ者を肯定的に

見ておߕࠄ㧘特にࠅࠃ激ߒいいߓめを行ߞߥている加ኂ者に対ߒてߪ㧘ࠅࠃ否定的ߥ目ߢ見ているた

めߢある㧘ということ߇考えࠇࠄる㧚 

観衆への認知の分析の結果ߪߢ㧘無視場面ޟߪߢ少ߒ嫌߇ߛ㧘ቴ観的に見ているޠという色合いの

認知߇起こߞておࠅ㧘暴力場面ߪߢ㧘ߕޟるいޟޠ㧮たちࠅࠃඬ怯ߤߥޠߛ㧘観衆に対ߒて㧘ࠅࠃ否

定的ߥ認知を起こߒていること߇示さࠇた㧚その理由とߒて㧘加ኂ者への認知と同様の出来事߇起߈

ていると思わࠇる㧚観衆を加ኂ者の一員とߒて見ている㧘という特ᓽ߇ここ߽ࠄ߆窺い知ること߇出

来る㧚 

他の傍観者への認知の分析の結果ߪߢ㧘共通ߔる認知の特ᓽとߒて㧘ޟ何߽言えߥいޠという認知

関ޟて傍観者のことをߒ以外の認知とࠇこߪߢた㧚߹た無視場面ࠇ示さ߇強いこと߇る傾向ࠇࠄ語߇

わߥࠄいࠃうにߒている人ޠという認知を行ߞߥておࠅ㧘暴力場面ߪߢ傍観者のことをޟ自分と同ޠߓ

ߢる相㆑点ࠃ場面に߇㧘この点ࠅておࠇ示さ߇見ていることߢという認知ޠている人ࠇを恐ߒ઀返ޟ

あると挙ߍること߇出来る㧚 

こࠄࠇの点を比較ߒて検討ߒてみると㧘暴力場面において㧘傍観者を見る際にޟߪ自分と照ߒࠄあ

わߖてޠ㧘ߗߥޟいߓめに関わߥࠄいの߆をࠅࠃޠ詳細に見ている㧘という点߇特ᓽとߒて挙ࠇࠄߍ
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るࠈߛう㧚その理由とߒて㧘第㧝研究ߢ得ࠇࠄたޡ暴力を伴う激ߒいいߓめ場面を目撃ߒたᤨ㧘ߔޟ

という認識を持つ前に行動をޠてߒとද力߆誰ޟ㧘ࠅ起こ߇という考えޠߪくてߥめをᱛめߓにいߋ

起こߔのߥߪߢいޢ߆という知見ࠄ߆窺い知ること߇出来ると思わࠇる㧚つ߹ࠅ㧘ߋߔに߽ߢ助けߥ

けߥࠄߥ߫ࠇい状況にあߞて㧘見て見ࠅ߰ߧをߒている自分自身に対ߒて㧘ࠅࠃ自罰的ߥ目線ߢ自分

自身を見ているのߥߪߢい߆㧘と思わࠇる㧚 

以਄ࠄ߆㧘周ࠅの対象への認知ߪߢ㧘無視場面に比ߴて暴力場面の方߇㧘ࠅࠃ程ᐲの強い認知を行

めのᐲ合いߓ㧘い߇暴力場面の߶う߽ࠅࠃて㧘無視場面ߒる㧚その理由とࠇࠄ考え߇ていることߞߥ

㧘加ࠅߥくߔ߿ࠅ起こ߇認知ߥ㧘被ኂ者への同情的ࠅておߞ߹高ࠅࠃ߇いためにその場の緊張ߒ激߇

ኂ者߿観衆へࠅࠃߪ否定的ߥ認知を起こߔ߿ߒくࠅߥ㧘他の傍観者を通ߒた自分自身への認知ࠅࠃ߇

自⽿的にߥるということ߇考えࠇࠄる㧚 

 

㧔㧞㧕周ࠅの対象ࠄ߆の認知 

被ኂ者ࠄ߆の認知の回答を分析ߒた結果㧘無視場面ޟߪߢ助けて߶ߒいߤޟޠう߽見ていߥいޠと

いう認知ߢ見ࠇࠄていること߇語ࠇࠄ㧘暴力場面ޟߪߢ助けてくߥࠇい人ޟޠいߓめに関わࠅたくߥ

い人ޠという認知ߢ見ࠇࠄていること߇語ࠇࠄた㧚つ߹ࠅ㧘傍観者ߪ㧘暴力場面において㧘被ኂ者߆

ߒた㧚その理由とࠇ示さ߇ていることߞていると思ࠇࠄ見ߢ認知ߥうࠃ自分自身を⽿めたてているࠄ

て㧘暴力のいߓめ場面を目撃ߒた際傍観者ߪ㧘被ኂ者߇Აる蹴るの暴行を加えࠇࠄている場面を見て

いる自分と㧘助けたくて߽助けていߥい自分という葛藤状態にあࠅ㧘不቟定ߥ状態にあるため㧘被ኂ

者ࠄ߆⽿め立てࠇࠄている㧘と思ߞている߽のと思わࠇる㧚 

加ኂ者ࠄ߆の認知の分析結果ߪߢ㧘ޟ気にߒていߥいࠎߥޟޠに߽思わࠇていߥいޠという認知を

持たࠇている㧘という点ߢ共通߇見ࠇࠄた㧚߹た無視場面ߒ߽ޟߪߢ何߆言ߞて߈たࠄ次ߪお前たち

次ޟ߿ޠਅに見ているޟߪߢ㧘暴力場面߇たߞあ߇ている㧘と回答ࠇ認知を持たߥという牽制的ޠߙߛ

のタࠥ࡯ッ࠻の㧝人ޠという認知を持たࠇている㧘という相㆑点߇見ࠇࠄた㧚つ߹ࠅ㧘暴力場面にお

いて㧘傍観者㧔被験者㧕への否定的ߥ認知のᐲ合い߇強くߞߥていること߇示さࠇていると考えࠇࠄ

る㧚その理由とߒて㧘傍観者߇自分自身をޟ何߽ߥ߈ߢい者ޠという否定的ߥ自己認知を起こߒてお

 る㧚ࠇࠄと考えߛているのࠇて現ߒ目線とߥている̍という外的ࠇࠄの̌ਅに見ࠄ߆周࿐߇ࠇ㧘そࠅ

観衆ࠄ߆の認知の分析の結果ߪߢ㧘無視場面においてޟߪ気にߒていߥいޠという認知を持たࠇて

いると語ࠇࠄた߇㧘暴力場面ޟߪߢ何߽出来ߥいߨ㧘と見ࠇࠄているޠという認知߇あるということ

ている㧘ࠇࠄて見ߒいሽ在̍とߥ役に立たࠅࠃ̌߇㧘傍観者自身ߪߢ㧘暴力場面ࠅ߹た㧚つࠇࠄ語߇

ということ߇示さࠇた㧚こߪࠇ加ኂ者ࠄ߆の認知と同様ߛと考えࠇࠄる㧚 

他の傍観者への認知ߪߢ㧘無視場面のޟ自分と一緒ޠという認知と暴力場面のޟ同類ޠという認知

に共通߇見ࠇࠄ㧘߹た㧘無視場面のޟ何と߽思わࠇていߥいޠと暴力場面のޟ無関心ޠという点にお

いて߽共通点߇見ࠇࠄた㧚 
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周ࠅの対象ࠄ߆の認知を分析ߒた結果㧘暴力のいߓめ場面において㧘ޟ被ኂ者ޠ㧘ޟ加ኂ者ޠ㧘ޟ観

衆ޠの 3 つの対象ࠄ߆の認知とߒて㧘ࠅࠃޟ傍観者㧔被験者㧕を⽿めたてるࠃうߥ認知߇あるのߪߢ

自分自身に対߇㧘傍観者ߪた㧚その理由ࠇ示さ߇ていることߓ感߇と傍観者㧔被験者㧕自身ޠ߆いߥ

る㧚 つࠇ㧘と思わ߆いߥߪߢているのࠇて現ߞߥ視線とߥ㧘外的߇自己認知ߥている否定的ߞて持ߒ

て周ߒ派生ࠄ߆強い自己ඬਅと㧘そこߪ㧘暴力場面において㧘傍観者ߪߢ㧘無視場面と暴力場面ࠅ߹

 た㧚ࠇ示唆さ߇㧘ということ߆いߥߪߢいのߔ߿ߒている感覚を有ࠇࠄめ⽿ࠄ߆ࠅ

 

㧔㧟㧕周ࠅの認知へのฃけᱛめ方 

被ኂ者の認知へのฃけᱛめ方を分析ߒた結果㧘無視場面ޟߪߢ助けたいけߤ㧘そࠇࠄ߆߫ߪ߇ࠇるޠ

というࠃうに思う傾向߇あࠅ㧘暴力場面ޟߪߢ申ߥ⸶ߒいޟ߿ޠ自己嫌ᖡޟ߿ޠ葛藤を感ߓるޠと思

う傾向߇あること߇語ࠇࠄた㧚こࠄ߆ࠄࠇ㧘無視場面߽ࠅࠃ暴力場面において㧘ࠅࠃ自⽿的ߥ葛藤߇

強く起こߞていること߇示さࠇた㧚 

加ኂ者ࠄ߆の認知へのฃけᱛめ方ߪߢ㧘ޟ特定の人物とߒて見ࠇࠄていߥいޠに対ߒてޟߪ቟心ޠ

を感ߓ㧘そࠇ以外の認知に対ߒてߪ߶とߢߤࠎ㧘ޟ恐いޠと感ߓる㧘という点ߢ共通ߒた回答߇見ࠄ

 た㧚ࠇ

観衆ࠄ߆の認知に対ߒてߪ㧘無視場面ޟߪߢ気にߒていߥいޠという認知に対ߒてޟ夢中ࠈߛࠎߥ

うޟ߿ޠߥ見ࠇࠄてߥいࠄߥいいޠ߿とฃけᱛめ㧘߇࡝ࡁޟᖡいޠという認知ߢ見ࠇࠄていることに

対ߒてޟߪ関わࠅたくߥいޠというࠃうに観衆ࠄ߆距㔌を置こうとߔるฃけᱛめ方の特ᓽ߇見ࠇࠄた㧚

߹た暴力場面ߪߢ㧘ߤのࠃうߥ認知を持たࠇている߆㧘というࠞ࡯࡝ࠧ࠹のᨒを越えて㧘ޟその人㆐

の߶う߇臆病ޟ߿ޠお前ࠄとߪ一緒にߥࠄߥߪいޠ㧘ޟそߞちの߶う߇ᗱޠࠄ߆ߛ߆といߞたࠃうに㧘

観衆に対ߒてߥࡉࠖ࠹ࠟࡀ評価を行う㧘というฃけᱛめ方をߒていること߇語ࠇࠄた㧚  

他の傍観者ࠄ߆の認知へのฃけᱛめ方ߪߢ㧘無視場面ޟߪߢ同ߓ気持ちࠈߛࠎߥうޠߥと見ࠇࠄて

いることに対ߒて㧘ޟこߞち߽そう見て቟心ߔるޟޠそうޟޠߨߛ቟心ߔるߤߥޠ㧘቟心を感ߓつつ

ฃけᱛめているということ߇語ࠇࠄ㧘暴力場面ޟߪߢ一緒ޟ߿ޠߥߛ同ࠃߓうに思ߞているのޠߥ߆

という認知に対ߒて㧘ޟ不快感ߪ感ߥߓいޟ߿ޠ変ߥ仲間意識を感ߓて߶ߞとߔるޠ㧘ޟᖡい意味ߢ

のㅪᏪ感を感ߓるޠといߞたฃけᱛめ方߇語ࠇࠄた㧚以਄ࠄ߆㧘他の傍観者߇自分に対ߒて思ߞてい

ることを認めつつ㧘そࠇに対ߒて቟心߿ㅪᏪ感を感ߓる㧘というฃけᱛめ方をߒているということ߇

示さࠇた㧚 

こࠄ߆ࠄࠇ㧘周ࠅの対象ࠄ߆の認知へのฃけᱛめ方ߪߢ㧘ޟ被ኂ者ޠへのฃけᱛめ方の場合㧘暴力

場面において㧘ࠅࠃ自⽿感߇強いฃけとめ方をߔる傾向߇見ࠇࠄ㧘ޟ加ኂ者ޠへのฃけᱛめ方ߪߢ㧘

㧞つの場面に共通ߒた点とߒて㧘恐怖を感ࠄ߇ߥߓのฃけᱛめを行ߞߥている傾向߇見ࠇࠄた㧚そߒ

てޟ観衆ޠに対ߔるฃけᱛめ方ߪߢ㧘暴力のいߓめ場面ޟߢ観衆ޠに対ߒてࠅࠃ強いߥࡉࠖ࠹ࠟࡀ評

価を行いࠄ߇ߥのฃけᱛめ߇見ࠇࠄ㧘ޟ他の傍観者ޠに対ߔるฃけᱛめ方ߪߢ㧘቟心߿ᄸ妙ߥㅪᏪ感
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を感ߓつつฃけᱛめている㧘という傾向߇示さࠇた㧚 

 

㧔㧠㧕傍観行動をߥߒい出来事 

無視場面における傍観行動をߥߒい出来事とߒて㧘ޟＡに物理的ߥ被ኂ߇あߞたޟ߿ޠࠄ暴力に発

展ޟޠケンࠞにߞߥたߤߥޠࠄ㧘ޣいߓめの変化࡯࡝ࠧ࠹ࠞ߇ޤとߒて挙ࠇࠄߍた㧚一方ߢ暴力場面

においてߪ㧘ޟＡ߇助けを求めるޠといߞたޣＡࠄ߆の援助要請ޤ㧘ޟA て抵ߞて੕角に戦ߒ෻撃߇

᛫ߒたߤߥޠࠄのޣＡの෻撃ޤ㧘ޟ周߇ࠅ立ち਄ߞ߇たߤߥޠࠄのޣ自分以外の周ࠅの変化ޤの㧟つ

Ａの෻ޣと㧘暴力場面におけるޤめの変化ߓいޣた㧚無視場面におけるࠇࠄߍて挙ߒと࡯࡝ࠧ࠹ࠞ߇

撃ߪޤ㧘いߓめ߇ケンࠞに変化ߔる㧘という点ߢ共通ߒていると言えるࠈߛう㧚ߒ߆ߒ㧘ޣＡࠄ߆の

援助要請ޤとޣ自分以外の周ࠅの変化ߪޤ暴力場面にのみ限ࠇࠄて語ࠇࠄた出来事ߢあること߇示さ

 た㧚ࠇ

その理由とߒて㧘暴力にࠃるいߓめと異ࠅߥ㧘無視のいߓめޟߪ怪ᚒߤߥޠといߞた身体的・表面

的ߥ被ኂを伴わߥいいߓめߢあるため㧘被ኂ者߇加ኂ者߿観衆以外にޟ助けてくޠࠇとჿをあߍにく

いという可能性߇考えࠇࠄる㧚さࠄに㧘被験者を含めた傍観者߽ࠄ߆ჿ߇あࠅ߇にくい㧘ということ

 る㧚ࠇࠄて考えߖ併߇

 

㧠．考察 

傍観者ߪ㧘被ኂ者に対ߒてߪ同情的ߥ感情を持つと同ᤨに㧘被ኂ者を助けていߥいことࠄ߆来る自

⽿的ߥ感情を持ちߔ߿く㧘そこࠄ߆葛藤を感ߔ߿ߓいという傾向߇見ࠇࠄた㧚特に被ኂ者ࠄ߆の認知・

視線を意識ߒた際にߪ㧘その葛藤ࠅࠃ߇強く起こること߽併ߖて見ࠇࠄた㧚 

次に加ኂ者߿観衆といߞた㧘いߓめを行ߞߥている者に対ߒてߪ㧘傍観者ߪ彼ࠄを否定的ߥ目ߢ見

ている㧘という認知の傾向߇示さࠇた㧚その一方ߢ加ኂ者と観衆ࠄ߆否定的ߥ認知をฃけた場合にお

いて異ߥる点߽見ࠇࠄた㧚ߥߔわち加ኂ者ࠄ߆否定的ߥ認知をฃけた場合㧘傍観者ߪ恐怖を感ߔ߿ߓ

く㧘観衆ࠄ߆否定的ߥ認知をฃけた際にߪ㧘そࠇに෻発ߔるࠃうߥ形ߢ㧘観衆への否定的ߥ評価をߔ

るࠃうߥ側面を持つ認知を行いߔ߿い㧘という点ߢある㧚 

他の傍観者に対ߒてߪ㧘傍観者ࠄ߆の認知において߽他の傍観者ࠄ߆の認知において߽㧘ޟ無関心

いことߔ߿い認知を行いߥに߽属さࠄちߤのࠫࡐࠟࡀうに㧘ࠃというޠ人ߥうࠃߓ自分と同ޟޠ人ߥ

て㧘ߍ助けてあޟの認知へのฃけᱛめ方において㧘ࠄ߆の他の傍観者ߢ㧘暴力場面ߒ߆ߒた㧚ࠇ示さ߇

と思わࠇることに࡟ࡊッシャ࡯を感ߓる߿ޠ㧘ޟ変ߥ቟心感を覚えるޠといߞた回答߽併ߖて見ࠇࠄ

た㧚つ߹ࠅ㧘傍観者߇他の傍観者との関係において感ߓる߽のߪ㧘ߴߔて࠾ュ߽ߥ࡞࡜࠻࡯のߥߪߢ

く㧘ᤨにᄸ妙ߥ感ߓを持ߞたࠅ㧘居心地のᖡさ㧘といߞた߽のを感ߓているߥࠇߒ߽߆いこと߇示さ

 た㧚ࠇ

以਄ࠄ߆㧘傍観者߇非常に多彩ߥ認知を行い㧘周࿐ࠄ߆の認知を感ߓた結果㧘様々ߥฃけᱛめ方を
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るための一端とߔ㧘傍観者の心理過程を理解ߪた以਄の特ᓽࠇࠄ得ߢる㧚本研究߆わ߇ていることߒ

 い㧚ߥࠇߒ߽߆うるࠅߥ

 

Φ．今ᓟの課題 

本研究ߢ行ߞた㧞つの研究調査において㧘いくつ߆の課題߇ᱷさࠇた㧚そࠄࠇを各研究ߏとに以ਅ

に示ߔ㧚 

㧝．第㧝研究の課題 

第㧝研究において㧘共感߇生ߓてࠄ߆いߓめ関ㅪ行動に⥋る߹ߢの関ㅪ࡞࠺ࡕを示ߒた㧚その中ߢ㧘

目撃者߇取ると思わࠇる行動߿因果関係߇㧘いߓめの場面にߞࠃて変化ߔるという点߇特ᓽとߒて見

㧘ߪにおいてޠ共感߿る役割取得ߔ観衆に対ޟ㧘ޠ共感߿る役割取得ߔ加ኂ者に対ޟ㧘ߒ߆ߒた㧚ࠇࠄ

観衆と㧘目撃者との間の関係を説᣿߿加ኂ者ߪࠇた㧚こࠇ示さ߇たことߞ߆ߥߓ生߽ߢの場面ࠄちߤ

 る㧚ࠇあると思わߢる߽のࠃい点にߥていࠇの中に᣿記さࠝ࡝࠽㧘シ߇る文章ߔ

本研究において加ኂ者߿観衆に対ߔる役割取得߿共感を測定ߔるにߪ㧘この点߽ࠄ߆限界߇あると

言える㧚そのため㧘੹後の研究においてߪ㧘いߓめの態様の変化といߞたޟ状況の変化ߛޠけߥߪߢ

く㧘他の要因にࠃる行動߿心理の変化を調査・測定ߒ㧘ࠅࠃ多面的ߥ目撃者の心理を追究ߔること߇

望߹ࠇる㧚ౕ体的にߪ㧘目撃者と被ኂ者㧘目撃者と加ኂ者㧘目撃者と観衆との関係性を考慮ߒた場面

の設定߇ߤߥ考えࠇࠄるߢあࠈう㧚 

そのため੹後ߪ役割取得ࠄ߆共感への関ㅪを入ࠇᦧえた結果ߤߥについて߽吟味ߒ㧘いߓめ場面に

おける行動に対ߒて役割取得と共感ߤ߇のࠃうߥ関ㅪを有ߒているの߆を十分に調査ߔる必要߇ある

 う㧚ࠈߛ

߹た別の課題とߒて㧘役割取得という概念を測定ߔる㗄目の精査と㧘役割取得と共感との関ㅪの㗅

序についての実⸽の必要性߇挙ࠇࠄߍる㧚߹ߕ役割取得についての精査ߢある߇㧘వ行研究と本研究

の無視場面㧘暴力場面において㧘各質問㗄目群について統計的に検討を行ߞたとこࠈ㧘役割取得に関

㧘వࠅ߹た㧚つࠇࠄ見߇てૐいことߴと比ࠇめ関ㅪ行動のそߓい߿㧘共感߇る質問㗄目群のα係数ߔ

行研究と本研究における質問⚕調査において㧘役割習得に関ߔる質問߇被験者にとߞて分ࠅ߆にくい

߽のߢあߞた可能性߇ある㧚目撃者の心理的ߥ動߈をࠅࠃ細密に捉えるために߽㧘この課題ߪ十分に

吟味さࠇる߽߈ߴのߢあると思わࠇる㧚 

߹た㧘役割取得と共感との関ㅪの㗅序についての実⸽について߇ߛ㧘వ行研究と本研究の㧞つの場

面において㧘いߓめ関ㅪ行動に影響をਈえるとさࠇた要因ߴߔ߇て異ߞߥていた点߇大ߥ߈課題ߢあ

㧘߹た共感と役割取得との関ㅪ߆あるのߢの要因ߤߪのߔ߷め関ㅪ行動に影響を及ߓう㧚実際にいࠈ

の㗅序ߪこࠃߢࠇいのߤߥ߆を実⸽的に調査・追求ߔる必要性߇あると考えࠇࠄる㧚 

本調査ߪߢ㧘無視のいߓめに対応さߖるいߓめの態様とߒて㧘暴力にࠃるいߓめを取ࠅ਄ߍ㧘調査

を行ߞた㧚ߒ߆ߒ㧘文部科学省の調査㧔2009㧕にࠃると㧘ޟ冷߆ࠄ߆߿ߒ߆߿い㧘ᖡญ߿脅ߒ文ฏ㧘
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嫌ߥことを言わࠇるޠといߞた態様のいߓめをฃけたこと߇あるとߔる生ᓤ߇調査全体の 64.1㧑を占

めているとさࠇておࠅ㧘さࠄに現在大ߥ߈問題とߒて取ࠅ਄ࠇࠄߍているࡀッ࠻いߓめ㧔インタࡀ࡯

ッ࠻਄に誹謗中傷を書ࠇ߆るߔߤߥるいߓめ㧕ߤߥについて߽㧘ߤのࠃうߥ心理に基ߠいて行わࠇ㧘

十分に高いߪていく必要性ߒ㧘について考察߆るࠇࠄ考え߇੺入ߥうࠃのߤ影響を持ち㧘ߥうࠃのߤ

߽のと思わࠇる㧚 

 

㧞．第㧞研究の課題 

Ⴆ本・↰ฬ場㧔2007㧕ߪ㧘第ਃ者と被ኂ者との関係についての考察においてޟ親ߒい෹人߇いߓめ

の被ኂ者とߞߥたと߈㧘傍観者の葛藤ߪ一ጀ強くߥる߽のと考えࠇࠄる㧚ޠと示ߒた㧚仮に傍観者と

仲߇良い被ኂ者߇いߓめࠇࠄているといߞたシࠝ࡝࠽を用いた場合㧘傍観者の心理過程において強い

葛藤߇起こること߇考えࠇࠄる㧚߹た半構ㅧ化面接における被験者ࠄ߆の回答߽ߢ㧘ޟ被ኂ者ߒ߽߇

親෹ߞߛたޠࠄという言葉߇見ࠇࠄた㧚このことࠄ߆㧘第㧝研究と同様㧘傍観者といߓめ場面におけ

る周ࠅの対象との関係性について十分に考慮さࠇていߥいこと߇課題とߒて示さࠇていると思わࠇる㧚 

さࠄに㧘被験者߇実際にいߓめ場面を見たߒࠅた経験の有ࠅ無ߒについて߽㧘本研究の限界と੹後

の課題とߒて挙ߍたい㧚本間㧔2003㧕ߪいߓめの加ኂ経験߿被ኂ経験の有無߇㧘いߓめ抑制行動に影

響を及߷ߒていることを示唆ߒた㧚ߒ߆ߒ本研究においてߪ㧘被験者に対ߒて過去のいߓめ経験につ

いて聞くことにߞࠃて㧘被験者に対ߒて強い࡟ࡊッシャ࡯をਈえうるという点を考慮ߒて㧘聞߈取ࠅ

を行わߞ߆ߥた㧚߽ߒいߓめ場面目撃の有無を問う研究を行う場合ߪ㧘その点について十ੑ分に考慮

 う㧚ࠈあߢるࠇ߹て望ߒ੹後の展望と߇た研究ߒ

߹た傍観者の心理過程を詳細に見るために㧘被験者数をさࠄに多く増ߔ߿必要߇考えࠇࠄる㧚傍観

者の心理過程ߪ非常に特ᓽ的ߢあࠅ㧘傍観者以外のሽ在にߞࠃて多大ߥ影響をਈえࠇࠄているため㧘

様々ߥ要因を統制群とߒて設定ߒ㧘多くの被験者に調査ߔることこそ㧘傍観者研究において必要ߥこ

とߛと思わࠇる㧚 

ている㧘とߒሽ在߇る学生ߔ背᥊を有ߥ様々ߪ㧘傍観者の中にߪいのߥࠄߥߪてߒ߷こࠅ取ߒ߆ߒ

いう点ߢある㧚本調査にߞࠃて㧘傾向性の一端を掴߻こと߈ߢ߇たߥࠇߒ߽߆い߇㧘傍観者一人߭と

ߒ㧘቟ᤃに一般化ࠅあߢ千差万別ߪ要因ߔ起こ߈を引ࠇ㧘そ߿る理由ߔをࠅ߰ߧにおいて㧘見て見ࠅ

て捉えることߪ㧘強いෂ険をߢࠎࠄߪいる㧘この点を改めて強調ߒ㧘本研究の限界点㧘課題点とߒて

据えることとߔる㧚 
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